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Rights
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
と
日
米
関
係
─
中
国
観
の
変
遷
と
日
本
重
視
論
─
高
橋
慶
吉
は
じ
め
に
第
一
章
中
国
大
国
化
の
追
求
と
そ
の
挫
折
第
二
章
米
中
関
係
の
変
容
と
日
本
第
三
章
摩
擦
の
時
代
の
駐
日
大
使
結
論はじ
め
に
カ
ー
タ
ー
、
レ
ー
ガ
ン
両
政
権
下
で
駐
日
米
国
大
使
を
務
め
た
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（MichaelJ.Mansfield
）
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
日
米
関
係
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
。
日
米
関
係
は
他
に
類
の
な
い
、
世
界
で
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
で
あ
る
。
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日
本
経
済
の
活
況
が
世
界
の
注
目
を
集
め
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
使
時
代
、
日
米
間
に
は
通
商
問
題
や
防
衛
問
題
な
ど
で
深
刻
な
摩
擦
が
生
じ
、
両
国
の
同
盟
関
係
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
た
。
そ
う
し
た
困
難
な
時
代
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
右
記
の
言
葉
を
繰
り
返
し
、
日
米
関
係
の
世
界
的
重
要
性
を
説
き
続
け
た
の
で
あ
る
。
後
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
表
現
は
単
な
る
思
い
つ
き
で
も
、誰
か
と
相
談
し
て
生
み
出
し
た
も
の
で
も
な
い
。そ
れ
は
、「
四
〇
年
以
上
前
か
ら
両
国
関
係
を
見
続
け
て
き
た
一
政
治
家
と
し
て
の
確
信
」
だ
っ
た
。
本
稿
は
、
政
治
家
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
動
を
振
り
返
り
、
そ
の
確
信
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
一
九
〇
三
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
移
民
の
子
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生
ま
れ
、
少
年
時
代
を
モ
ン
タ
ナ
で
過
ご
し
た
。
一
四
歳
の
と
き
、
年
齢
を
偽
っ
て
海
軍
に
入
隊
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
二
〇
歳
に
な
る
ま
で
に
陸
軍
お
よ
び
海
兵
隊
で
も
軍
務
に
就
い
た
。
海
兵
隊
を
除
隊
後
、
鉱
山
労
働
者
か
ら
大
学
教
員
へ
と
職
歴
を
重
ね
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
四
三
年
、
連
邦
議
会
下
院
に
一
議
席
を
占
め
る
政
治
家
と
な
る
。
以
後
、
一
九
五
三
年
に
上
院
議
員
に
転
身
す
る
ま
で
、
五
期
一
〇
年
間
、
下
院
議
員
を
務
め
た
。
一
九
六
一
年
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
副
大
統
領
に
請
わ
れ
て
多
数
党
院
内
総
務
に
就
任
。
そ
の
在
職
期
間
は
、
上
院
議
員
を
引
退
す
る
ま
で
の
一
六
年
間
に
及
ん
だ
。
一
九
七
七
年
に
は
カ
ー
タ
ー
政
権
の
下
で
駐
日
大
使
に
任
命
さ
れ
、
そ
れ
を
一
一
年
半
、
務
め
た
。
上
院
院
内
総
務
や
駐
日
大
使
を
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ほ
ど
長
き
に
渡
っ
て
務
め
た
人
物
は
他
に
な
い
。
八
八
年
に
日
本
を
去
っ
た
と
き
、
齢
す
で
に
八
五
。
下
院
議
員
に
な
っ
て
か
ら
の
公
人
と
し
て
の
生
活
は
四
〇
年
を
超
え
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
米
国
議
会
を
代
表
す
る
ア
ジ
ア
通
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
海
兵
隊
員
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
駐
留
し
、
大
学
教
員
時
代
に
は
極
東
史
を
教
え
た
。
ま
た
、
議
員
時
代
に
は
ア
ジ
ア
各
国
に
頻
繁
に
足
を
運
び
、
多
く
の
視
察
報
告
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
政
策
に
関
す
る
積
極
的
な
発
言
を
続
け
た
。
そ
れ
ら
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
の
う
ち
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
強
い
批
判
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
政
策
に
関
す
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
（
１
）
（
２
）
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ル
ド
の
言
動
や
そ
の
影
響
力
は
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
駐
日
大
使
と
し
て
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
対
象
に
し
た
論
考
も
い
く
つ
か
あ
る
。
池
井
優
に
よ
る
駐
日
米
国
大
使
の
研
究
と
千
々
和
泰
明
の
博
士
論
文
は
、
一
〇
数
人
を
数
え
る
戦
後
の
駐
日
大
使
の
一
人
と
し
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
村
田
晃
嗣
は
『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
お
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
大
使
の
横
顔
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
初
の
本
格
的
な
伝
記
を
著
し
た
ド
ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
（Don
Oberdorfer
）
も
駐
日
大
使
時
代
に
一
章
を
割
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
は
、
日
米
間
に
摩
擦
が
絶
え
な
か
っ
た
時
期
に
、
冷
静
で
公
正
な
態
度
を
崩
さ
ず
、
そ
の
緩
和
に
努
め
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
大
使
の
功
績
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、「
日
本
の
考
え
や
立
場
を
本
当
に
よ
く
理
解
し
て
く
れ
た
人
で
、大
使
が
い
な
け
れ
ば
日
米
経
済
摩
擦
な
ど
は
も
っ
と
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
外
務
省
首
脳
の
評
価
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
大
使
を
離
任
す
る
際
に
日
本
政
府
内
で
広
く
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
既
存
の
研
究
に
よ
っ
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
駐
日
大
使
と
し
て
果
た
し
た
役
割
や
そ
の
貢
献
に
つ
い
て
は
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
使
時
代
に
研
究
の
関
心
が
集
中
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
観
が
分
析
の
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
使
と
し
て
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活
動
を
支
え
た
日
米
関
係
に
つ
い
て
の
彼
の
確
信
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
は
そ
の
点
を
解
明
す
べ
く
、
議
員
時
代
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
観
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
米
関
係
の
世
界
的
重
要
性
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
駐
日
大
使
と
し
て
の
彼
の
活
動
に
対
す
る
深
い
理
解
へ
と
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
際
に
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
観
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
生
涯
強
い
関
心
を
持
ち
続
け
た
の
は
日
本
で
は
な
く
中
国
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
駐
日
大
使
時
代
、
日
米
関
係
を
世
界
で
最
も
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）
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重
要
な
二
国
間
関
係
と
表
現
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
中
国
こ
そ
が
ア
ジ
ア
で
最
も
重
要
な
国
家
で
あ
る
と
声
高
に
唱
え
る
議
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
戦
後
も
中
国
に
関
す
る
積
極
的
な
発
言
を
続
け
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
一
九
七
二
年
、
議
会
人
と
し
て
は
初
め
て
共
産
中
国
に
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駐
日
大
使
へ
の
就
任
を
要
請
し
た
カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
北
京
駐
在
米
連
絡
事
務
所
長
と
し
て
中
国
に
派
遣
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
、
中
国
に
強
い
関
心
を
持
ち
続
け
、
戦
中
に
は
中
国
重
視
論
を
唱
え
て
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
日
本
重
視
の
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
重
視
論
の
形
成
を
知
る
に
は
、
彼
の
日
本
観
と
中
国
観
と
の
関
連
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
、
戦
時
中
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
重
視
論
が
、
戦
後
に
な
っ
て
崩
壊
す
る
ま
で
の
過
程
を
追
う
。
第
二
章
で
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
重
視
論
の
形
成
を
五
〇
年
代
半
ば
の
中
国
脅
威
論
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
七
〇
年
代
の
米
中
和
解
が
、
日
本
重
視
論
を
一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
上
で
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
三
章
で
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
駐
日
大
使
時
代
を
取
り
上
げ
る
。
日
本
重
視
の
考
え
を
持
っ
て
東
京
に
赴
任
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
大
使
と
し
て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
通
商
問
題
や
防
衛
問
題
な
ど
、
大
使
時
代
に
深
刻
度
を
増
し
た
日
米
間
の
懸
案
に
対
す
る
彼
の
取
り
組
み
に
注
目
す
る
。
第
一
章
中
国
大
国
化
の
追
求
と
そ
の
挫
折
モ
ン
タ
ナ
と
い
う
州
名
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
山
」
を
意
味
す
る
単
語
に
由
来
す
る
。
そ
の
由
来
通
り
、
モ
ン
タ
ナ
は
山
深
い
土
地
で
あ
る
。
州
の
西
側
に
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
走
り
、
多
数
の
岩
峰
が
連
立
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
環
境
に
育
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
山
の
向
こ
う
に
広
が
る
広
大
な
世
界
に
強
い
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
後
に
、「
と
に
か
く
外
の
世
界
が
見
た
か
っ
た
」、
と
少
年
時
代
の
心
境
を
回
顧
し
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
、
一
七
歳
で
海
兵
隊
に
入
隊
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
翌
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
（
８
）
（
９
）
（
）
１０
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駐
留
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
二
二
年
五
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
中
国
に
派
遣
さ
れ
、
軍
閥
間
の
争
い
か
ら
米
国
の
利
益
や
国
民
を
守
る
た
め
天
津
で
一
週
間
任
務
に
就
い
た
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
で
の
経
験
は
、
外
の
世
界
に
対
す
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
あ
こ
が
れ
を
満
た
し
、
し
か
も
、
彼
が
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
後
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
海
兵
隊
で
の
経
験
が
「
極
東
全
般
、
と
り
わ
け
中
国
に
対
す
る
強
烈
な
関
心
を
私
に
植
え
つ
け
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
し
て
し
ば
ら
く
の
間
、
鉱
山
労
働
者
と
し
て
働
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
一
九
三
一
年
、
モ
ン
タ
ナ
大
学
に
入
学
す
る
。
二
年
後
、
歴
史
学
の
学
士
号
を
取
得
し
た
と
き
、
彼
は
す
で
に
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
卒
業
直
前
に
高
校
教
師
の
職
に
応
募
し
た
が
却
下
さ
れ
、
大
学
院
に
進
学
、
修
士
号
の
取
得
を
目
指
す
。
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
彼
が
選
ん
だ
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
米
国
と
朝
鮮
の
外
交
関
係
で
あ
っ
た
。
話
は
一
八
六
六
年
の
シ
ャ
ー
マ
ン
号
事
件
か
ら
始
ま
り
、
一
八
八
二
年
の
修
好
通
商
条
約
の
締
結
へ
と
進
む
。
そ
の
条
約
の
第
一
条
に
は
、
一
方
の
政
府
が
他
国
の
不
当
な
、
も
し
く
は
抑
圧
的
な
扱
い
を
受
け
た
と
き
、
他
方
の
政
府
が
周
旋
を
行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
条
約
締
結
後
、
朝
鮮
は
列
強
諸
国
、
特
に
日
本
の
侵
出
に
苦
し
む
。
朝
鮮
政
府
は
修
好
条
約
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
米
国
政
府
の
関
与
を
求
め
た
。
し
か
し
、
米
国
政
府
は
そ
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
せ
ず
、
結
局
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
植
民
地
化
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
を
、
米
国
が
そ
こ
に
政
治
上
、
経
済
上
の
重
要
な
利
益
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
結
論
づ
け
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
米
国
の
不
干
渉
政
策
を
当
然
で
妥
当
な
も
の
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
自
由
や
反
帝
国
主
義
と
い
っ
た
米
国
の
奉
じ
る
理
念
よ
り
む
し
ろ
現
実
的
な
利
益
を
重
視
す
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
国
益
観
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
修
士
号
取
得
後
、
モ
ン
タ
ナ
大
学
で
歴
史
学
の
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
一
九
四
〇
年
、
妻
の
強
い
勧
め
も
あ
っ
て
連
邦
議
会
下
院
選
挙
に
出
馬
す
る
。
結
果
は
、
民
主
党
予
備
選
で
四
人
中
三
位
と
、
惨
敗
で
あ
っ
た
。
本
選
で
は
、
平
和
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
る
共
和
党
の
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ラ
ン
キ
ン
（Jeanette
Rankin
）
が
当
選
す
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
（
）
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ル
ド
は
再
び
下
院
選
挙
に
挑
戦
し
た
。
そ
の
選
挙
で
強
力
な
対
抗
馬
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
ラ
ン
キ
ン
は
、
対
日
宣
戦
決
議
に
た
だ
一
人
投
じ
た
反
対
票
に
よ
り
世
論
の
強
い
反
発
を
受
け
て
、
出
馬
を
断
念
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
展
開
の
中
、
民
主
党
の
候
補
者
指
名
を
獲
得
し
た
一
介
の
大
学
教
授
は
、
見
事
本
選
で
勝
利
を
収
め
た
。
ラ
ン
キ
ン
が
四
二
年
の
選
挙
に
出
馬
す
ら
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
は
米
国
の
世
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
ま
で
は
孤
立
主
義
的
風
潮
が
強
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
で
の
戦
争
に
対
す
る
関
与
に
否
定
的
で
あ
っ
た
米
国
民
が
、
突
然
、
枢
軸
諸
国
打
倒
を
叫
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
も
そ
う
し
た
米
国
民
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
、「
い
わ
ゆ
る
孤
立
主
義
者
」と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
へ
の
参
戦
に
反
対
し
続
け
て
い
た
が
、真
珠
湾
攻
撃
を
き
っ
か
け
に
「
孤
立
主
義
を
捨
て
」
た
の
で
あ
る
。
ラ
ン
キ
ン
の
不
出
馬
と
と
も
に
、米
国
の
対
日
参
戦
が
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
当
選
を
助
け
た
。「
い
つ
も
東
方
を
重
視
し
、西
方
を
十
分
に
見
よ
う
と
し
な
い
」
傾
向
を
持
つ
米
国
人
が
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
ア
ジ
ア
方
面
に
関
心
を
抱
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
ア
ジ
ア
に
滞
在
し
た
経
験
は
大
き
な
政
治
的
財
産
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
選
挙
期
間
中
、「
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
シ
ベ
リ
ア
に
駐
留
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
自
身
の
ア
ジ
ア
経
験
を
説
明
し
た
。
中
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
日
本
と
シ
ベ
リ
ア
に
駐
留
し
た
こ
と
は
な
い
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
シ
ベ
リ
ア
に
六
週
間
滞
在
し
た
と
発
言
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
彼
は
そ
こ
に
行
っ
た
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。
日
本
に
つ
い
て
は
、
二
二
年
九
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
す
る
途
中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
乗
る
艦
船
が
燃
料
補
給
で
長
崎
に
立
ち
寄
っ
た
際
、そ
こ
で
一
泊
し
た
だ
け
で
あ
る
。そ
の
と
き
目
に
し
た
、「
海
と
山
が
実
に
う
ま
く
調
和
し
た
長
崎
の
美
し
い
た
た
ず
ま
い
」
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
脳
裏
に
強
い
印
象
と
し
て
残
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
思
い
出
が
、
真
珠
湾
以
来
の
日
本
に
対
す
る
彼
の
敵
意
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
時
中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
人
は
「
狂
信
的
で
、
決
意
が
固
（
）
１４
（
）
１５
（
）
１６
（
）
１７
（
）
１８
論 説
（阪大法学）５８（２-90）344〔２００８．７〕
く
、
野
蛮
な
民
族
」
で
、「
我
々
が
こ
れ
ま
で
に
対
し
た
敵
の
中
で
最
も
危
険
な
相
手
」
で
あ
る
と
、
日
本
の
脅
威
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
。
ま
た
、「
ち
び
で
近
目
で
出
っ
歯
」
と
い
う
人
種
差
別
的
な
言
葉
を
口
に
し
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
四
三
年
、晴
れ
て
下
院
議
員
と
な
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
委
員
に
な
る
役
得
も
権
益
も
ほ
と
ん
ど
な
い
」と
言
わ
れ
る
外
交
委
員
会
に
自
ら
望
ん
で
所
属
し
た
。
ア
ジ
ア
に
関
す
る
経
験
や
知
識
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
、
ひ
い
て
は
卓
越
し
た
政
治
家
と
し
て
名
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
に
関
す
る
問
題
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
強
い
関
心
を
抱
い
た
の
は
中
国
援
助
の
問
題
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
向
け
武
器
貸
与
法
援
助
が
英
ソ
に
対
す
る
も
の
と
比
べ
て
著
し
く
少
額
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
下
院
外
交
委
員
会
の
あ
る
資
料
に
よ
る
と
、
四
二
年
一
二
月
の
時
点
で
、
英
国
向
け
援
助
が
約
四
〇
億
ド
ル
、
ソ
連
向
け
が
約
一
五
億
ド
ル
に
上
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
国
向
け
武
器
貸
与
法
援
助
は
わ
ず
か
一
億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
中
国
向
け
援
助
が
低
く
抑
え
ら
れ
た
の
に
は
主
に
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
を
優
先
的
に
進
め
る
と
い
う
戦
略
を
と
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
路
に
よ
る
物
資
補
給
路
で
あ
っ
た
ビ
ル
マ
・
ル
ー
ト
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
て
以
来
、
中
国
に
対
す
る
援
助
物
資
の
供
給
は
空
輸
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
米
国
は
現
在
、
中
国
に
同
情
は
す
る
が
「
何
も
し
て
い
な
い
」
と
対
中
政
策
を
厳
し
く
批
判
し
、
「
中
国
人
は
、飢
え
、疲
れ
果
て
て
い
る
」と
し
て
、中
国
向
け
援
助
の
増
加
を
強
く
訴
え
た
。
も
ち
ろ
ん
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
輸
送
上
の
困
難
を
承
知
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
不
可
能
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
戦
争
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
重
視
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
れ
を
あ
か
ら
さ
ま
に
批
判
し
な
い
ま
で
も
、政
権
と
は
異
な
る
立
場
を
と
っ
た
。大
西
洋
に
勝
る
太
平
洋
の
重
要
性
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。「
我
々
の
未
来
は
主
に
太
平
洋
に
あ
る
」。
そ
う
断
言
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
世
界
の
五
大
洋
の
う
ち
最
も
大
き
な
」
太
平
洋
が
、「
多
く
の
貿
易
ル
ー
ト
の
交
差
（
）
１９
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路
」
で
あ
り
、「
富
の
宝
庫
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
戦
争
は
大
西
洋
地
域
に
お
け
る
戦
争
と
同
等
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
重
要
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
後
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
の
委
任
統
治
下
に
あ
っ
た
太
平
洋
の
島
々
を
米
国
が
領
有
す
る
よ
う
強
く
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
太
平
洋
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
認
識
が
あ
っ
た
。
太
平
洋
方
面
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
重
視
し
た
の
は
中
国
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
は
「
日
本
と
の
野
蛮
な
戦
争
」
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
米
国
の
将
来
に
と
っ
て
も
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
安
全
保
障
上
に
お
け
る
「
強
力
で
友
好
的
な
中
国
」の
必
要
性
を
語
り
、「
戦
後
貿
易
に
と
っ
て
の
オ
ア
シ
ス
」と
し
て
中
国
市
場
に
対
す
る
期
待
を
述
べ
た
。
夏
に
モ
ン
タ
ナ
に
戻
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
中
国
の
重
要
性
を
説
い
て
回
っ
た
。
あ
る
地
元
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
戦
争
後
の
太
平
洋
地
域
を
し
っ
か
り
と
安
定
さ
せ
均
衡
を
維
持
す
る
力
を
持
つ
の
は
中
国
で
あ
る
。
こ
の
国
は
ロ
シ
ア
、
英
国
、
米
国
と
対
等
の
立
場
で
地
域
の
問
題
に
参
画
す
る
能
力
が
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
説
得
力
あ
る
理
由
は
、
中
国
の
戦
略
的
位
置
、
伝
統
、
国
土
の
大
き
さ
と
は
ま
っ
た
く
別
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
中
国
は
我
々
と
同
じ
く
革
命
を
経
験
し
た
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
勇
気
あ
る
国
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
間
の
権
利
の
た
め
に
戦
い
、死
ぬ
こ
と
の
意
味
を
少
し
で
も
わ
か
っ
て
い
る
国
な
の
だ
。（
中
略
）我
々
は
強
い
中
国
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
我
々
が
恐
れ
る
の
は
弱
い
中
国
で
あ
る
。
中
国
が
弱
い
と
、
我
々
は
ア
ジ
ア
か
ら
手
を
引
い
て
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
中
国
の
強
さ
は
、
そ
れ
が
隷
従
で
な
く
人
間
の
権
利
を
発
揚
す
る
た
め
に
役
立
つ
限
り
、
財
産
で
あ
っ
て
脅
威
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
中
国
重
視
論
を
熱
心
に
説
い
て
い
た
こ
ろ
、
米
国
は
親
中
世
論
で
沸
き
立
っ
て
い
た
。
中
国
が
（
）
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米
国
の
対
日
参
戦
よ
り
数
年
も
前
か
ら
単
独
で
日
本
軍
と
戦
っ
て
い
た
こ
と
が
広
く
賞
賛
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
春
に
米
国
を
訪
れ
た
中
華
民
国
の
駐
英
大
使
・
顧
維
釣
は
、「
米
国
人
は
、我
々
が
為
し
て
き
た
す
べ
て
の
こ
と
、特
に
日
本
に
対
す
る
断
固
と
し
た
抵
抗
に
関
し
て
、
完
全
で
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」、
と
後
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
圧
倒
的
な
親
中
世
論
を
背
景
に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
遂
行
し
た
政
策
が
い
わ
ゆ
る
中
国
大
国
化
政
策
で
あ
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
戦
略
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
を
優
先
し
な
が
ら
も
、
米
英
ソ
と
と
も
に
戦
後
世
界
の
安
定
に
主
要
な
責
任
を
持
つ
大
国
と
し
て
の
地
位
を
、
中
国
に
与
え
る
こ
と
を
主
要
な
外
交
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
重
視
論
は
、
そ
う
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
政
策
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
親
中
世
論
に
迎
合
し
た
部
分
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
重
視
論
が
口
先
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
抗
日
戦
を
通
じ
て
、「
眠
れ
る
竜
」・
中
国
が
遂
に
目
覚
め
た
と
思
わ
れ
た
そ
の
時
期
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
も
中
国
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
期
待
も
自
ら
の
ア
ジ
ア
経
験
や
豊
富
な
知
識
に
基
づ
い
た
、
冷
静
な
中
国
認
識
を
背
景
に
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
重
視
論
が
戦
争
末
期
、
早
く
も
揺
ら
ぎ
始
め
る
理
由
は
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
観
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
四
年
の
大
統
領
特
使
と
し
て
の
訪
中
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
、
か
ね
て
か
ら
中
国
へ
の
視
察
旅
行
を
望
ん
で
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
面
会
し
、
訪
中
に
つ
い
て
大
統
領
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
翌
月
、
米
国
を
発
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ま
ず
大
西
洋
を
横
断
、
そ
の
後
イ
ン
ド
と
ビ
ル
マ
を
経
由
し
て
中
国
に
入
り
、
一
二
月
半
ば
ま
で
約
三
週
間
重
慶
に
滞
在
し
た
。
帰
国
後
の
四
五
年
一
月
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
視
察
報
告
書
（
以
下
、
中
国
レ
ポ
ー
ト
と
記
す
）
を
提
出
す
る
。
そ
の
後
、
議
会
で
は
訪
中
報
告
の
演
説
を
（
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行
っ
た
。
こ
の
視
察
旅
行
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
見
た
中
国
は
、
米
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
か
つ
巨
大
な
市
場
に
な
り
得
る
よ
う
な
強
力
な
統
一
国
家
で
は
な
く
、
国
内
の
統
一
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
弱
体
な
国
家
で
あ
っ
た
。
大
統
領
と
議
会
に
対
し
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
蒋
介
石
が
一
六
個
師
団
で
共
産
党
支
配
地
域
を
封
鎖
し
て
い
る
こ
と
や
、
国
共
両
党
が
抗
日
戦
よ
り
も
自
ら
の
勢
力
保
持
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
の
視
察
結
果
を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
蒋
介
石
を
「
名
ば
か
り
の
独
裁
者
」
と
呼
ん
で
そ
の
権
力
基
盤
の
脆
弱
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
中
国
の
支
配
政
党
で
あ
っ
た
国
民
党
に
つ
い
て
も
、
腐
敗
や
独
裁
的
な
支
配
に
よ
り
多
く
の
民
衆
の
支
持
を
失
っ
て
い
る
と
の
視
察
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
一
方
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
重
慶
な
ど
で
集
め
た
情
報
に
基
づ
き
、
中
国
共
産
党
を
高
く
評
価
し
た
。
中
国
共
産
主
義
者
は
、
革
命
家
と
い
う
よ
り
農
地
改
革
に
主
た
る
関
心
を
持
つ
改
革
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
支
配
地
域
に
「
大
変
民
主
的
な
統
治
の
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
て
き
た
よ
う
だ
」。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
モ
ス
ク
ワ
と
延
安
の
密
接
な
関
係
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
中
国
共
産
党
が
米
国
を
重
要
な
同
盟
国
と
見
て
い
る
と
も
報
告
し
た
。
国
民
党
の
統
治
を
批
判
し
、
続
介
石
の
権
力
基
盤
の
脆
弱
性
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
共
産
党
を
高
く
評
価
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
っ
た
が
、
米
国
の
と
る
べ
き
中
国
政
策
と
し
て
彼
が
導
き
出
し
た
結
論
は
、「
我
々
は
可
能
な
す
べ
て
の
援
助
を
続
介
石
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
」、と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
続
ほ
ど
の「
威
信
と
能
力
」を
持
っ
た
人
物
は
中
国
に
お
ら
ず
、
続
だ
け
が
中
国
政
府
の
改
革
と
国
家
の
統
一
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
だ
か
ら
と
説
明
し
て
い
る
。
大
統
領
に
提
出
さ
れ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
レ
ポ
ー
ト
が
、
そ
の
後
の
米
国
の
対
中
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
の
報
告
は
大
方
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
に
と
っ
て
は
既
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
続
介
石
支
持
が
必
要
な
こ
と
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
言
わ
れ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
中
国
レ
ポ
ー
ト
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
抱
か
な
（
）
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か
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
が
そ
れ
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
す
ら
疑
わ
し
い
と
い
う
。
中
国
レ
ポ
ー
ト
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
関
心
を
引
き
付
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
議
会
演
説
は
、
大
統
領
特
使
の
訪
中
報
告
と
あ
っ
て
報
道
関
係
者
の
注
目
を
集
め
た
。
い
く
つ
か
の
主
要
紙
や
有
名
雑
誌
が
そ
れ
を
取
り
上
げ
、
続
介
石
の
権
力
基
盤
の
弱
さ
を
指
摘
し
つ
つ
も
続
へ
の
支
持
を
訴
え
た
部
分
を
大
き
く
報
じ
た
。
こ
う
し
て
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
一
躍
全
国
的
に
知
ら
れ
る
存
在
に
な
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
専
門
家
と
し
て
の
議
会
で
の
地
位
を
確
か
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
訪
中
後
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
観
は
楽
観
論
と
悲
観
論
が
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
も
の
と
な
っ
た
。
彼
は
時
に
、
米
中
両
国
民
の
共
通
性
と
友
好
関
係
を
語
り
、
大
き
な
経
済
的
機
会
を
も
た
ら
す
場
と
し
て
中
国
に
「
す
ば
ら
し
い
将
来
」
を
見
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
中
国
の
統
一
を
悲
観
す
る
よ
う
な
発
言
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
国
民
党
と
共
産
党
の
関
係
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
終
戦
直
後
に
は
日
本
軍
占
領
地
域
の
接
収
を
め
ぐ
り
、
両
党
は
激
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
る
。
そ
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
中
国
に
米
国
の
経
済
的
利
益
は
な
い
し
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
米
国
人
も
い
な
い
」
と
し
て
、
中
国
に
駐
留
す
る
米
軍
の
早
期
撤
退
を
求
め
た
。
一
九
四
六
年
末
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
下
院
外
交
委
員
会
の
一
員
と
し
て
日
本
の
委
任
統
治
領
で
あ
っ
た
太
平
洋
の
島
々
や
、
中
国
、
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
し
た
。
中
国
に
は
五
日
間
滞
在
し
た
。
天
津
や
北
京
な
ど
を
見
て
回
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
中
国
の
国
内
状
況
に
大
き
な
失
望
を
感
じ
る
。
一
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
マ
ー
シ
ャ
ル
（George
C.Marshall
）
将
軍
に
よ
る
国
共
間
の
調
停
工
作
は
完
全
な
失
敗
に
終
わ
り
、
将
軍
は
目
的
を
達
し
な
い
ま
ま
、
国
務
長
官
に
就
任
す
べ
く
、
す
で
に
帰
国
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
た
。
中
国
の
統
一
の
た
め
に
米
国
が
で
き
る
こ
と
は
も
は
や
何
も
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
か
と
い
っ
て
米
国
が
傍
観
を
決
め
れ
ば
中
国
の
分
裂
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
八
方
塞
の
状
態
に
つ
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
ど
う
や
っ
て
も
（
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我
々
は
失
敗
す
る
立
場
に
あ
る
。
中
国
に
と
ど
ま
っ
て
も
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
何
も
で
き
な
い
。
中
国
か
ら
撤
退
す
れ
ば
我
々
の
使
命
は
失
敗
に
終
わ
る
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
訪
中
を
機
に
、
中
国
共
産
党
に
つ
い
て
の
認
識
を
改
め
た
。
中
共
が
戦
時
中
の
親
米
路
線
を
放
棄
し
、
反
米
的
な
姿
勢
を
強
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
帰
国
後
の
議
会
演
説
に
お
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
共
産
党
指
導
部
は
マ
ル
ク
ス
社
会
主
義
の
理
想
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
し
、
今
ま
で
も
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
想
の
実
現
が
彼
ら
の
最
高
の
、
そ
し
て
最
終
的
な
目
標
な
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
な
改
革
者
な
ど
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
中
国
国
内
に
お
け
る
国
共
の
争
い
は
そ
れ
自
体
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ソ
連
の
介
入
を
招
く
な
ら
ば
、
さ
ら
に
深
刻
な
国
際
的
な
問
題
へ
と
発
展
し
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
米
国
、
ソ
連
、
英
国
、
中
国
に
よ
る
四
ヶ
国
会
議
を
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
招
集
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
の
主
権
尊
重
を
規
定
し
た
「
何
ら
か
の
実
行
可
能
な
取
り
決
め
」
を
考
慮
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
問
題
を
話
し
合
う
国
際
会
議
は
開
催
ど
こ
ろ
か
招
集
す
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
そ
う
し
た
国
際
会
議
の
開
催
を
提
唱
し
た
四
七
年
初
頭
、
米
ソ
の
関
係
は
す
で
に
冷
え
切
っ
て
い
た
。
三
月
に
は
、
冷
戦
の
開
始
を
世
界
に
告
げ
る
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
が
発
表
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
言
が
実
現
す
る
見
込
み
は
な
か
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
国
共
調
停
工
作
の
失
敗
と
冷
戦
の
本
格
化
は
、
中
国
問
題
に
対
す
る
議
会
の
関
心
を
高
め
た
。
中
国
の
内
戦
と
米
ソ
の
対
立
が
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。ボ
リ
ス（John
M.Vorys,
オ
ハ
イ
オ
州
）下
院
議
員
や
ジ
ャ
ッ
ド（WalterH.Judd,
ミ
ネ
ソ
タ
州
）下
院
議
員
な
ど
、続
介
石
を
熱
心
に
支
持
す
る
幾
人
か
の
共
和
党
議
員
は
、ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
中
国
に
対
し
て
も
適
用
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
・
ト
ル
コ
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
に
考
案
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
の
中
国
向
け
軍
事
・
経
済
援
助
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
の
早
期
成
立
を
望
む
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
そ
う
し
た
親
続
派
議
員
の
訴
え
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
計
画
に
対
す
る
議
会
の
幅
広
い
支
持
を
得
る
た
め
、
そ
し
て
中
国
全
土
の
共
産
化
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
戦
略
的
要
請
か
ら
、
一
九
四
八
年
二
月
一
八
日
、
総
額
五
億
七
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
中
国
援
助
計
画
を
議
会
に
提
案
す
る
。
援
助
資
金
は
全
て
、
食
糧
な
ど
必
需
品
輸
入
と
再
建
計
画
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
計
画
に
ジ
ャ
ッ
ド
ら
親
続
派
議
員
が
求
め
て
い
た
軍
事
援
助
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
経
済
援
助
の
支
給
に
よ
り
続
介
石
支
持
の
姿
勢
を
明
確
に
し
な
が
ら
も
、
中
国
内
戦
に
対
す
る
直
接
的
な
軍
事
関
与
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
統
一
の
可
能
性
が
遠
の
く
中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
う
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
方
針
に
対
し
て
強
力
な
支
持
を
与
え
た
。
親
続
派
議
員
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
を
同
等
に
扱
い
、
両
地
域
に
対
す
る
援
助
計
画
を
一
つ
の
法
案
に
ま
と
め
る
よ
う
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
米
国
の
資
源
の
限
界
を
指
摘
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
の
方
を
優
先
す
る
よ
う
訴
え
た
。
彼
は
ま
た
、
中
国
に
対
す
る
軍
事
援
助
に
も
強
く
反
対
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
た
と
え
米
国
が
軍
事
援
助
を
支
給
し
て
も
国
民
政
府
の
内
部
改
革
が
伴
わ
な
け
れ
ば
無
駄
に
終
わ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
し
、
大
規
模
な
米
軍
の
投
入
に
ま
で
軍
事
的
関
与
が
拡
大
し
か
ね
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
訴
え
は
下
院
で
は
多
く
の
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
上
院
に
お
い
て
は
彼
と
同
様
の
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
結
局
、
法
案
の
形
式
に
つ
い
て
は
下
院
の
主
張
が
通
り
、
中
国
援
助
計
画
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
と
と
も
に
一
つ
の
法
案
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
一
方
、
軍
事
援
助
に
関
し
て
は
上
院
と
下
院
の
間
で
妥
協
が
成
立
、
米
国
が
国
共
内
戦
に
直
接
的
な
責
任
を
負
わ
な
い
贈
与
と
い
う
形
で
一
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
分
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
二
日
に
授
権
法
案
が
、
六
月
一
九
日
に
は
歳
出
法
案
が
議
会
を
通
過
し
た
。
六
月
に
議
会
で
採
択
さ
れ
た
歳
出
法
案
に
は
、
日
本
経
済
の
自
立
化
を
目
指
し
た
復
興
資
金
、
い
わ
ゆ
る
エ
ロ
ア
（Economic
Rehabilitation
in
Occupied
Areas,EROA
）援
助
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
米
国
は
、占
領
地
域
の
救
済
を
目
的
と
し
た
ガ
リ
オ
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ア（Governmentand
Reliefin
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援
助
を
一
九
四
七
会
計
年
度
か
ら
日
本
に
対
し
て
支
給
し
て
い
た
が
、
食
糧
や
肥
料
な
ど
を
中
心
と
し
た
救
済
援
助
だ
け
で
は
一
向
に
日
本
経
済
の
自
立
化
が
進
ま
ず
、
米
国
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
日
本
経
済
の
復
興
を
目
的
と
し
た
エ
ロ
ア
援
助
を
一
九
四
九
年
度
か
ら
支
給
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
議
会
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
決
定
の
背
景
に
は
、
国
務
省
政
策
企
画
室
の
室
長
を
務
め
た
ケ
ナ
ン（George
F.Kennan
）の
議
論
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、政
権
内
に
お
け
る
日
本
重
視
論
の
高
ま
り
も
あ
っ
た
。
議
会
は
さ
ら
な
る
援
助
負
担
に
消
極
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、
対
外
援
助
歳
出
法
に
総
額
一
三
億
ド
ル
の
ガ
リ
オ
ア
援
助
を
盛
り
込
み
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を
日
本
に
対
す
る
エ
ロ
ア
援
助
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
日
本
向
け
エ
ロ
ア
援
助
に
対
し
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
賛
成
の
立
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
六
年
末
に
日
本
を
訪
れ
て
以
来
、
日
本
経
済
の
自
立
化
の
必
要
性
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
そ
う
し
た
主
張
を
始
め
た
の
は
、
援
助
負
担
の
増
大
に
強
い
懸
念
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
内
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
日
本
重
視
の
考
え
か
ら
で
は
な
い
。
中
国
へ
の
失
望
と
、
お
そ
ら
く
党
派
性
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
戦
略
の
支
持
者
と
な
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
戦
後
東
ア
ジ
ア
秩
序
に
関
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
失
っ
て
い
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
中
国
援
助
計
画
の
下
、
限
定
的
な
援
助
を
続
介
石
に
支
給
し
た
。
し
か
し
、
国
民
政
府
が
劣
勢
な
戦
況
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
中
国
本
土
は
共
産
党
の
手
に
渡
り
、
国
民
政
府
は
台
湾
に
逃
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
、
毛
沢
東
は
天
安
門
の
楼
上
で
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
中
国
の
共
産
化
は
、
中
国
「
喪
失
」
の
責
任
を
問
う
論
争
を
米
国
内
に
巻
き
起
こ
し
た
。
共
和
党
は
そ
の
論
争
に
お
い
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
来
の
民
主
党
政
権
の
対
中
政
策
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
国
務
省
関
係
の
中
国
専
門
家
の
責
任
を
追
及
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
も
そ
う
し
た
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
。
特
に
、
朝
鮮
戦
争
最
中
の
一
九
五
二
年
上
院
選
挙
に
出
馬
し
た
と
き
に
は
、
（
）
４３
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マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
か
つ
て
中
国
共
産
党
を
「
農
地
改
革
者
」
と
呼
ん
だ
と
し
て
、
共
和
党
陣
営
か
ら
の
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
の
弁
解
に
追
わ
れ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
か
な
り
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
結
局
、
自
ら
が
容
共
的
で
は
な
い
こ
と
を
必
至
に
訴
え
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
落
選
の
憂
き
目
を
見
る
寸
前
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
が
、
辛
く
も
当
選
を
果
た
す
。
あ
れ
ほ
ど
醜
悪
な
選
挙
に
な
る
と
わ
か
っ
て
い
た
ら
出
馬
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
後
に
述
べ
る
ほ
ど
、
五
二
年
の
選
挙
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
章
米
中
関
係
の
変
容
と
日
本
中
国
「
喪
失
」
の
責
任
を
問
う
論
争
で
米
国
政
界
が
揺
れ
て
い
た
こ
ろ
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
一
方
で
、
日
本
の
同
盟
国
化
を
推
し
進
め
て
い
た
。
一
九
五
一
年
九
月
八
日
に
は
講
和
条
約
と
と
も
に
日
米
安
全
保
障
条
約
が
締
結
さ
れ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
日
本
重
視
の
姿
勢
は
明
確
で
あ
っ
た
。
一
方
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
時
期
、
中
国
「
喪
失
」
論
争
に
お
け
る
共
和
党
の
攻
勢
や
五
二
年
の
上
院
選
挙
に
よ
り
、
日
本
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
か
ろ
う
じ
て
上
院
の
議
席
を
獲
得
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
心
を
向
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
が
、
ア
ジ
ア
で
最
も
不
安
定
な
地
域
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
上
院
で
も
外
交
委
員
会
に
所
属
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
直
ち
に
そ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
上
院
議
員
と
な
っ
た
一
九
五
三
年
、
帝
国
領
土
の
回
復
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
と
現
地
勢
力
と
の
間
の
戦
争
は
す
で
に
七
年
目
に
入
っ
て
い
た
。
そ
の
解
決
の
糸
口
は
一
向
に
見
え
ず
、
し
か
も
、
朝
鮮
戦
争
終
結
後
に
共
産
中
国
が
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
に
対
す
る
関
与
を
増
大
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
懸
念
が
持
た
れ
た
五
三
年
九
月
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
イ
ン
ド
シ
ナ
に
視
察
旅
行
に
向
か
う
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
三
国
を
回
り
、
一
〇
月
末
に
は
視
察
旅
行
の
報
告
書
を
上
院
外
交
委
員
会
に
提
出
し
た
。
そ
の
報
告
書
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
追
加
的
な
米
国
の
援
助
や
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
反
共
政
府
へ
の
（
）
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完
全
な
主
権
移
譲
が
な
さ
れ
れ
ば
、「
ベ
ト
ミ
ン
の
敗
北
を
救
う
の
は
、
中
国
の
共
産
主
義
者
の
直
接
的
な
侵
入
だ
け
だ
ろ
う
」、
と
比
較
的
楽
観
的
な
見
通
し
を
示
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
戦
況
は
そ
の
後
、
急
変
す
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
報
告
書
を
提
出
し
て
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
五
四
年
五
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
軍
が
デ
ィ
エ
ン
・
ビ
エ
ン
・
フ
ー
に
お
い
て
大
敗
を
喫
し
、
フ
ラ
ン
ス
が
継
戦
意
欲
を
喪
失
す
る
中
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
分
割
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
展
開
は
、
五
四
年
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
の
戦
費
の
約
八
割
を
供
給
す
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
側
に
大
き
く
肩
入
れ
し
て
い
た
米
国
の
威
信
を
著
し
く
傷
つ
け
た
。
日
本
に
お
い
て
、
池
田
勇
人
自
由
党
幹
事
長
が
、
米
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
巻
き
返
し
に
失
敗
し
た
、
今
は
東
西
ど
ち
ら
の
陣
営
に
つ
く
か
明
白
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
逆
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
で
威
信
を
大
い
に
高
め
た
の
は
中
国
だ
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
に
と
っ
て
初
め
て
の
国
際
会
議
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
で
、
中
国
代
表
団
を
率
い
た
周
恩
来
は
積
極
的
な
外
交
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
平
和
愛
好
国
と
し
て
の
立
場
を
世
界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
の
成
立
に
大
い
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
周
恩
来
の
巧
み
な
外
交
術
と
そ
の
成
果
は
、
米
国
代
表
団
を
率
い
た
ス
ミ
ス
（WalterB.Smith
）
を
感
嘆
せ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
こ
う
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
の
結
果
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
米
国
外
交
が
「
深
刻
な
敗
北
」
を
喫
す
る
中
、
国
際
共
産
主
義
は
「
中
国
共
産
政
権
の
国
際
的
名
声
」
と
、「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
確
固
と
し
た
、
そ
し
て
恐
ら
く
決
定
的
な
足
場
」
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
は
「
大
変
屈
辱
的
な
結
果
」
で
あ
る
。
議
会
演
説
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
将
来
を
も
は
や
楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
中
国
共
産
化
に
次
ぐ
、
五
四
年
の
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
挫
折
が
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
関
心
を
ド
イ
ツ
と
日
本
に
向
け
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
の
余
波
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ソ
連
が
、
ア
ジ
ア
で
は
中
国
が
勢
い
を
増
し
て
お
り
、
両
共
産
国
は
す
ぐ
（
）
４６
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に
そ
の
触
手
を
、
高
度
な
産
業
構
造
と
能
力
の
高
い
国
民
を
持
ち
、
し
か
も
共
産
圏
の
周
辺
に
あ
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
ド
イ
ツ
と
日
本
に
伸
ば
す
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
五
四
年
八
月
の
議
会
演
説
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ド
イ
ツ
と
並
ぶ
日
本
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
そ
の
経
済
状
況
に
注
意
を
喚
起
し
た
。
特
に
、
日
本
に
と
っ
て
漁
業
と
貿
易
が
死
活
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
共
産
側
が
そ
う
し
た
日
本
の
事
情
に
付
け
込
む
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
う
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
に
対
す
る
関
心
は
、
五
四
年
九
月
か
ら
翌
年
春
ま
で
続
い
た
台
湾
海
峡
危
機
に
よ
り
さ
ら
に
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
五
五
年
三
月
の
議
会
演
説
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
中
国
大
陸
の
周
辺
で
攻
勢
を
強
め
る
「
ア
ジ
ア
共
産
主
義
」
が
「
真
の
目
標
」
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
地
域
で
「
最
大
の
工
業
施
設
と
工
業
技
術
」
を
持
つ
日
本
で
あ
る
と
の
警
告
を
発
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
五
四
年
八
月
の
議
会
演
説
以
降
も
、
ド
イ
ツ
と
並
ぶ
日
本
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
た
。
ま
た
演
説
で
日
本
に
触
れ
る
と
き
に
は
、
漁
業
と
貿
易
に
依
存
す
る
そ
の
経
済
事
情
に
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
。
五
六
年
七
月
の
議
会
演
説
で
は
、「
自
由
諸
国
は
今
後
ど
こ
ま
で
日
本
か
ら
の
輸
入
を
認
め
る
用
意
が
あ
る
の
か
」と
い
う
問
い
か
け
を
発
し
、問
題
の
所
在
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
わ
か
り
や
す
く
日
本
の
経
済
状
況
を
伝
え
る
た
め
、
自
ら
の
選
出
州
で
あ
る
モ
ン
タ
ナ
州
を
よ
く
引
き
合
い
に
出
し
た
。
日
本
は
モ
ン
タ
ナ
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
や
や
小
さ
い
面
積
し
か
持
た
な
い
。
し
か
も
耕
作
可
能
な
土
地
は
わ
ず
か
で
、
資
源
も
乏
し
い
。
そ
の
よ
う
な
土
地
に
九
〇
〇
〇
万
人
の
人
口
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
厳
し
い
経
済
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
が
ソ
連
や
共
産
中
国
と
貿
易
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
比
較
的
寛
大
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
五
五
年
七
月
の
議
会
演
説
に
お
い
て
彼
は
、
日
本
の
生
存
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
要
因
と
な
ら
な
い
限
り
、
日
本
が
ソ
連
や
中
国
と
貿
易
を
行
う
こ
と
を
「
嘆
く
必
要
は
な
い
」
と
の
考
え
を
披
瀝
し
た
。
ま
た
、
一
年
後
の
演
説
で
は
、「
平
和
の
う
ち
に
生
き
る
た
め
に
は
、ど
う
し
て
も
漁
業
と
貿
易
を
大
規
模
に
営
ま
ね
ば
な
ら
な
い
日
本
」が
、ソ
連
と
の
関
係
修
復
を
目
指
し
た
り
、
中
国
と
の
経
済
的
接
触
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
中
ソ
両
国
（
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へ
の
接
近
を
試
み
る
鳩
山
一
郎
内
閣
の
動
き
に
冷
静
に
対
処
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
う
し
て
、
五
〇
年
代
半
ば
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
二
つ
の
危
機
（
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
と
台
湾
海
峡
危
機
）
を
通
し
た
、
共
産
中
国
に
対
す
る
脅
威
認
識
の
高
ま
り
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
日
本
に
対
す
る
関
心
を
強
め
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
と
並
ぶ
日
本
の
重
要
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
唱
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
日
本
重
視
論
は
従
っ
て
、
中
国
脅
威
論
の
産
物
と
も
言
え
よ
う
。
た
だ
し
付
言
す
べ
き
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
評
価
し
た
の
は
、
日
本
の
優
れ
た
工
業
力
な
ど
非
軍
事
的
な
側
面
で
あ
っ
て
、
日
本
の
潜
在
的
な
軍
事
力
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
恐
れ
た
の
は
、
周
恩
来
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
で
見
せ
た
よ
う
な
巧
み
な
外
交
術
で
も
っ
て
、
日
本
が
共
産
側
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
、
日
本
に
と
っ
て
漁
業
と
貿
易
が
死
活
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
十
分
な
理
解
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
の
経
済
事
情
に
注
意
を
喚
起
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
の
再
軍
備
が
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
緊
張
と
困
難
を
一
層
強
め
」
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
と
と
も
に
、
日
本
軍
の
侵
略
を
受
け
た
人
々
の
「
苦
い
思
い
出
」
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
も
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
彼
は
、
日
本
が
あ
る
程
度
の
自
衛
力
を
持
つ
こ
と
に
は
当
然
賛
成
し
な
が
ら
も
、
軍
事
的
自
立
性
を
著
し
く
高
め
る
こ
と
に
は
否
定
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
日
本
観
を
持
っ
て
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
、
一
九
六
〇
年
に
日
米
間
で
締
結
さ
れ
た
新
安
全
保
障
条
約
は
支
持
こ
そ
す
れ
、
反
対
す
べ
き
取
り
決
め
で
は
な
か
っ
た
。
上
院
で
は
防
衛
義
務
の
片
務
性
を
批
判
す
る
声
も
聞
か
れ
た
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
新
安
保
条
約
が
米
国
と
日
本
の
負
担
を「
あ
る
程
度
」平
等
化
し
て
い
る
こ
と
で
満
足
し
、「
在
日
基
地
使
用
を
日
本
が
承
諾
」
し
た
こ
と
を
評
価
し
た
。
六
月
二
二
日
、
上
院
は
九
〇
対
二
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
そ
の
条
約
を
承
認
し
た
。
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
一
貫
し
て
日
本
重
視
論
を
唱
え
続
け
た
が
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
中
国
脅
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威
論
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に
そ
の
修
正
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
共
産
中
国
を
敵
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
否
定
し
続
け
る
こ
と
は
米
国
の
国
益
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
だ
け
の
冷
静
さ
を
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
持
っ
て
い
た
。
五
七
年
か
ら
彼
の
補
佐
を
務
め
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
レ
オ（FrancisR.Valeo
）は
、「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
本
当
に
心
配
し
て
い
た
唯
一
の
問
題
は
中
国
問
題
だ
っ
た
」、
と
身
近
な
者
し
か
知
り
え
な
い
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
心
情
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
の
バ
レ
オ
が
補
佐
に
就
い
た
こ
ろ
か
ら
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
国
渡
航
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
か
、
対
中
禁
輸
を
緩
和
す
る
べ
き
と
い
っ
た
見
解
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
嵐
が
遠
く
に
過
ぎ
去
っ
た
六
〇
年
代
後
半
、
強
硬
論
で
一
色
の
観
の
あ
っ
た
米
国
に
お
け
る
対
中
世
論
に
軟
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
る
と
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
発
言
は
さ
ら
に
大
胆
に
な
っ
て
い
く
。
六
六
年
六
月
、
あ
る
大
学
の
卒
業
式
で
演
台
に
立
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
の
平
和
と
中
国
と
の
平
和
と
い
う
問
題
は
き
わ
め
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
泥
沼
化
の
様
相
を
呈
す
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
終
結
に
導
く
に
は
米
中
関
係
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
。
六
八
年
三
月
の
母
校
モ
ン
タ
ナ
大
学
に
お
け
る
特
別
講
義
で
は
、「
戦
争
の
根
源
」
と
し
て
米
中
間
の
敵
対
関
係
を
指
摘
し
、「
米
中
関
係
の
破
綻
は
私
の
世
代
の
大
き
な
失
敗
の
一
つ
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
誕
生
し
た
一
九
六
九
年
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
北
京
政
権
と
の
直
接
接
触
を
試
み
た
。
六
月
、
周
恩
来
に
書
簡
を
送
付
し
、
非
公
式
に
北
京
を
訪
問
し
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
の
歳
月
が
流
れ
た
一
九
七
一
年
四
月
、
周
恩
来
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
突
然
中
国
に
招
請
す
る
。
北
京
で
会
い
た
い
と
い
う
意
向
を
、
中
国
亡
命
中
の
元
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
・
シ
ア
ヌ
ー
ク
（Norodom
Sihanouk
）
を
通
し
て
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
早
速
そ
の
こ
と
を
ニ
ク
ソ
ン
に
報
告
し
た
。そ
の
こ
ろ
、キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
（ーHenryA.Kissinger
）大
統
領
補
佐
官
と
と
も
に
秘
密
裏
に
中
国
接
近
を
画
策
し
て
い
た
ニ
ク
ソ
ン
は
、
表
向
き
民
主
党
院
内
総
務
の
訪
中
を
歓
迎
す
る
と
の
姿
勢
を
と
っ
た
も
の
の
、
心
中
に
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（
）
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に
先
を
越
さ
れ
ま
い
と
す
る
思
い
が
あ
っ
た
。
結
局
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
出
し
抜
か
れ
、
七
月
一
五
日
、
ニ
ク
ソ
ン
の
訪
中
発
表
を
「
全
く
の
驚
き
」
で
も
っ
て
聞
く
こ
と
に
な
る
。
翌
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
米
中
関
係
の
正
常
化
に
向
け
た
ニ
ク
ソ
ン
の
指
導
力
を
称
賛
す
る
演
説
を
上
院
で
行
い
、
一
週
間
後
に
は
大
統
領
の
訪
中
を
支
持
す
る
決
議
案
を
提
出
し
た
。
一
九
七
二
年
二
月
、
ニ
ク
ソ
ン
が
北
京
に
飛
び
立
つ
直
前
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
大
統
領
と
握
手
を
し
、
激
励
の
言
葉
を
か
け
た
。
そ
の
と
き
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
表
情
に
は
、「
い
つ
も
冷
静
そ
の
も
の
の
彼
に
似
合
わ
ぬ
興
奮
と
感
動
が
あ
っ
た
」と
い
う
。そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
後
、マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
も
共
和
党
院
内
総
務
ス
コ
ッ
ト（Hugh
D.Scott,
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
）と
と
も
に
中
国
に
渡
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
そ
れ
は
一
九
四
六
年
以
来
、
四
半
世
紀
ぶ
り
の
中
国
訪
問
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
七
四
年
と
七
六
年
に
も
訪
中
の
機
会
を
持
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
毎
回
、
中
国
共
産
革
命
の
成
果
を
賛
美
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
七
六
年
の
訪
中
報
告
書
で
は
、
彼
が
中
国
を
訪
れ
る
直
前
に
こ
の
世
を
去
っ
た
毛
沢
東
の
業
績
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
現
代
の
政
治
的
巨
人
の
一
人
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
現
代
史
上
の
ど
の
人
物
よ
り
も
、
多
く
の
人
々
の
生
活
に
直
接
の
個
人
的
、
積
極
的
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
指
導
の
下
、
弱
体
で
分
裂
し
て
い
た
国
家
か
ら
、
過
去
に
つ
い
て
の
誇
り
を
取
り
戻
し
、
明
る
い
将
来
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
、
自
信
に
満
ち
た
自
立
的
な
人
民
に
よ
る
統
一
国
家
が
誕
生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
の
業
績
を
高
く
評
価
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
自
力
更
生
と
人
民
へ
の
奉
仕
を
旨
と
す
る
毛
路
線
が
、
長
く
共
産
中
国
の
指
導
者
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
ま
た
彼
は
、
そ
の
路
線
の
下
で
の
中
国
の
大
国
化
を
も
予
測
す
る
。
七
六
年
の
訪
中
報
告
書
に
は
、「
世
紀
が
変
わ
る
ま
で
に
中
国
は
、人
的
、資
源
的
に
ば
か
り
で
な
く
、世
界
に
影
響
を
与
え
る
能
力
と
い
う
点
で
も
巨
人
と
な
り
得
る
」
と
記
さ
れ
た
。
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一
方
、
米
中
関
係
の
正
常
化
に
と
っ
て
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
台
湾
問
題
に
つ
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
台
湾
と
の
防
衛
条
約
を
「
過
去
の
遺
物
」
と
し
て
そ
の
破
棄
を
求
め
、
正
式
な
外
交
関
係
を
大
陸
と
結
び
な
が
ら
も
、
台
湾
と
の
実
質
的
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
日
本
方
式
に
よ
る
解
決
を
示
唆
し
た
。
台
湾
に
対
す
る
武
力
行
使
の
放
棄
を
求
め
る
べ
き
と
す
る
米
国
内
の
意
見
に
つ
い
て
は
、「
米
軍
が
撤
収
を
完
了
す
れ
ば
、
本
土
側
が
台
湾
に
対
し
て
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
推
論
に
何
の
根
拠
も
な
い
の
と
同
様
、
中
国
が
そ
の
一
省
と
み
な
し
て
い
る
地
域
に
対
す
る
武
力
行
使
の
可
能
性
を
公
式
に
否
定
す
る
と
期
待
す
る
の
も
ま
た
根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
は
同
島
に
対
す
る
中
国
の
主
権
に
つ
い
て
の
主
張
の
根
拠
を
危
う
く
す
る
で
あ
ろ
う
」、
と
否
定
的
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。
中
国
と
の
関
係
改
善
を
実
現
し
た
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
は
、
七
一
年
七
月
の
訪
中
声
明
を
発
表
直
前
ま
で
東
京
に
知
ら
せ
な
い
な
ど
、
日
本
に
対
す
る
配
慮
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
声
明
に
驚
い
た
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
米
国
の
対
中
敵
視
政
策
に
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
き
た
と
考
え
て
い
た
日
本
政
府
に
と
っ
て
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン（UralAlexisJohnson
）国
務
次
官
は
、「
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
秘
密
癖
は
、中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
を
徹
底
的
に
破
壊
し
た
」
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
は
中
国
を
重
視
し
日
本
を
軽
視
す
る
傾
き
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
よ
る
対
中
接
近
を
称
揚
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
中
国
の
現
状
や
潜
在
力
を
高
く
評
価
し
た
も
の
の
、
西
側
諸
国
の
基
準
か
ら
す
る
と
中
国
が
依
然
、
貧
し
い
国
家
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、
中
国
と
の
関
係
改
善
を
ソ
連
と
の
デ
タ
ン
ト
の
促
進
に
ま
で
つ
な
げ
る
と
い
う
ニ
ク
ソ
ン
／
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
戦
略
を
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
一
九
七
六
年
七
月
、
日
本
を
訪
れ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
極
東
に
お
け
る
米
国
の
最
大
の
関
心
事
は
何
か
」
と
の
三
木
武
夫
首
相
の
質
問
に
対
し
て
、「
第
一
に
日
本
と
の
同
盟
を
維
持
し
、
強
化
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
中
国
と
の
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
」
と
答
え
、
日
本
重
視
の
考
え
を
明
確
に
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し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
問
題
で
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
日
本
と
の
協
議
を
怠
っ
た
こ
と
に
批
判
的
な
見
解
を
示
し
た
。
翌
月
に
彼
が
上
院
外
交
委
員
会
に
提
出
し
た
訪
日
報
告
書
に
も
同
様
の
見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
重
視
の
考
え
は
、
こ
の
時
期
、
動
揺
す
る
ど
こ
ろ
か
一
層
強
固
な
も
の
と
な
る
。
七
六
年
訪
日
報
告
書
に
付
け
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
─
「
戦
後
時
代
の
終
わ
り
─
日
本
と
の
新
た
な
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
確
立
の
と
き
」
─
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
重
視
論
は
こ
の
時
期
、
更
な
る
強
化
を
見
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
前
に
ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
七
二
年
の
沖
縄
施
政
権
の
返
還
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
六
〇
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
そ
の
返
還
を
熱
心
に
訴
え
て
い
た
。
七
一
年
の
沖
縄
返
還
合
意
に
関
す
る
議
会
審
議
で
は
、
そ
れ
が
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
日
本
に
示
す
た
め
、
多
く
の
議
員
が
表
決
に
参
加
で
き
る
よ
う
日
程
を
調
整
す
る
こ
と
ま
で
し
た
。
こ
う
し
て
実
現
さ
れ
た
沖
縄
返
還
を
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
「
戦
後
時
代
の
終
わ
り
」
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
七
六
年
訪
日
報
告
書
で
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
訴
え
、
新
た
な
時
代
の
日
米
関
係
を
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
提
言
が
な
さ
れ
る
ま
で
に
彼
の
日
本
重
視
の
考
え
が
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
の
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
。
一
つ
の
理
由
は
、
日
本
の
経
済
大
国
化
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
日
本
重
視
論
を
唱
え
始
め
た
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
急
速
な
成
長
を
は
じ
め
た
日
本
経
済
は
、
こ
の
こ
ろ
既
に
西
側
世
界
で
第
二
の
規
模
に
ま
で
拡
大
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
米
国
に
と
っ
て
「
カ
ナ
ダ
を
除
く
最
も
重
要
な
市
場
」
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
そ
う
し
た
日
本
の
巨
大
な
経
済
力
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
国
際
環
境
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
高
度
な
工
業
力
な
ど
非
軍
事
的
な
側
面
に
注
目
し
て
き
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
米
中
和
解
と
そ
の
後
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
に
よ
る
ア
ジ
ア
情
勢
の
安
定
化
が
、
経
済
大
国
・
日
本
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
六
七
年
の
あ
る
報
告
書
に
そ
う
し
た
考
え
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
建
設
的
な
主
要
勢
力
で
あ
る
。
日
本
の
国
力
は
引
き
続
き
、
軍
事
的
な
努
力
よ
り
も
む
し
ろ
経
済
的
な
努
力
に
、
そ
の
主
な
は
け
口
を
見
い
だ
す
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
西
太
平
洋
地
域
全
体
を
通
じ
て
軍
事
的
な
対
決
か
ら
経
済
的
な
相
互
作
用
へ
の
転
換
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
こ
の
地
域
の
安
定
と
進
歩
に
対
す
る
日
本
の
貢
献
は
そ
れ
だ
け
大
き
く
、
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
米
中
和
解
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
は
ま
さ
に
、「
軍
事
的
な
対
決
か
ら
経
済
的
な
相
互
作
用
へ
の
転
換
」
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
国
際
環
境
の
変
化
は
、
西
太
平
洋
地
域
の
安
定
と
進
歩
に
対
す
る
日
本
の
貢
献
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
日
本
の
価
値
を
ま
す
ま
す
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
展
開
が
予
想
さ
れ
る
中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
日
本
重
視
の
考
え
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
五
〇
年
代
半
ば
に
中
国
脅
威
論
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
重
視
論
は
、
そ
れ
が
日
本
の
非
軍
事
的
な
力
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
中
国
に
対
す
る
敵
意
が
溶
解
す
る
中
で
一
層
の
強
化
を
見
る
と
い
う
、
逆
説
的
な
展
開
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
日
本
重
視
の
考
え
が
、
世
界
的
な
貢
献
を
日
本
に
期
待
す
る
ま
で
に
拡
大
し
た
と
き
、
そ
の
逆
説
は
一
層
著
し
い
も
の
と
な
る
。
七
六
年
の
訪
日
報
告
書
に
お
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
と
し
て
の
地
位
を
日
本
に
与
え
る
よ
う
勧
告
し
た
。
そ
の
理
由
を
彼
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
日
本
は
そ
の
権
益
の
保
護
と
増
進
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
軍
事
力
を
拒
否
し
た
世
界
唯
一
の
大
国
で
あ
る
。
従
っ
て
日
本
は
、
将
来
、
次
第
に
世
界
を
悩
ま
す
よ
う
に
な
る
諸
問
題
と
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
指
導
権
を
行
使
す
る
上
で
独
特
の
立
場
に
あ
る
。
環
境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
他
の
資
源
の
不
足
、
食
糧
な
ら
び
に
人
口
問
題
、
世
界
の
軍
備
負
担
と
核
の
危
険
─
こ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
、
日
（
）
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本
は
国
際
的
な
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
上
で
独
特
の
立
場
に
あ
る
。
世
界
に
お
け
る
日
本
の
独
特
の
立
場
は
、
日
本
が
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
と
な
る
資
格
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
国
連
憲
章
の
改
正
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
こ
の
提
言
を
行
っ
た
背
景
に
は
、
米
ソ
間
の
デ
タ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
冷
戦
を
戦
う
両
超
大
国
間
の
関
係
が
安
定
し
、
世
界
的
に
軍
事
的
緊
張
が
緩
和
す
る
中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
地
球
規
模
の
貢
献
を
日
本
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
デ
タ
ン
ト
に
よ
る
米
ソ
二
極
態
勢
の
弛
緩
に
加
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
そ
の
時
期
、
世
界
で
は
地
球
規
模
の
問
題
が
多
く
発
生
し
て
い
た
。
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、そ
う
し
た
新
た
な
性
質
の
問
題
を
解
決
す
る
上
で
、「
独
特
の
立
場
」に
あ
る
日
本
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
期
待
の
下
、
日
本
に
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
を
勧
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
日
本
が
そ
の
国
際
的
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
デ
タ
ン
ト
も
や
が
て
終
り
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
の
日
本
の
外
交
地
平
は
拡
大
し
続
け
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
が
主
要
先
進
国
首
脳
会
議
の
ホ
ス
ト
国
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の
構
成
員
と
し
て
の
役
割
や
責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
る
こ
と
や
、
途
上
国
に
対
す
る
日
本
の
巨
額
の
経
済
援
助
を
高
く
評
価
す
る
。七
六
年
の
訪
日
か
ら
数
年
後
に
は
、「
日
本
人
は
す
で
に
自
信
を
取
り
戻
し
て
い
る
と
思
う
。日
本
人
は
堂
々
と
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
相
互
依
存
の
世
界
の
一
員
と
し
て
立
派
に
振
舞
っ
て
い
る
」、
と
あ
る
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
語
っ
て
い
る
。
七
六
年
訪
日
報
告
書
に
お
け
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
勧
告
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
の
要
因
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
潘
亮
の
研
究
に
よ
る
と
、
日
本
の
軍
事
大
国
化
を
恐
れ
る
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
と
い
う
名
誉
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
を
よ
り
穏
健
で
建
設
的
な
大
国
化
路
線
に
導
く
と
い
う
政
策
を
と
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
う
し
た
ニ
（
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ク
ソ
ン
政
権
の
思
惑
と
共
通
し
た
考
え
を
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
も
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
示
す
確
た
る
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
こ
の
時
期
、
日
本
の
軍
事
大
国
化
を
憂
慮
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
七
六
年
の
訪
中
後
の
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
中
国
は
在
日
米
軍
の
存
続
に
必
ず
し
も
反
対
で
な
い
。
そ
の
理
由
は
米
軍
が
駐
留
す
る
か
ぎ
り
、自
衛
隊
の
増
強
が
阻
止
さ
れ
る
か
ら
だ
」、と
い
わ
ゆ
る「
瓶
の
蓋
」論
に
通
じ
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。ま
た
、九
六
年
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、か
つ
て「
瓶
の
蓋
」論
の
支
持
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
そ
う
し
た
立
場
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
中
国
と
の
新
た
な
関
係
と
日
米
安
保
体
制
が
両
立
し
得
る
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
に
加
え
て
、
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
増
進
し
て
い
る
日
本
の
経
済
力
が
軍
事
力
に
転
化
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
。
日
米
安
保
は
そ
の
た
め
に
必
要
な
枠
組
で
あ
っ
た
が
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
に
対
し
て
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
と
い
う
地
位
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
独
特
の
立
場
」
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
七
六
年
訪
日
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
（ーEdwin
O.Reischauer
）前
駐
日
大
使
の
言
葉
を
引
用
し
、日
米
関
係
の
発
展
に
人
類
史
上
の
重
大
な
意
味
が
あ
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
言
葉
と
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
も
し
我
々
と
日
本
人
と
が
工
業
民
主
主
義
諸
国
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
完
全
な
信
頼
と
協
力
の
上
に
、
全
く
平
等
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
我
々
が
真
に
活
力
の
あ
る
「
一
つ
の
世
界
」
に
進
ん
で
ゆ
く
際
に
、
民
族
的
、
文
化
的
な
差
異
を
乗
り
越
え
て
、
他
に
も
そ
の
よ
う
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
明
る
い
一
つ
の
兆
候
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
を
「
軍
事
力
を
拒
否
し
た
世
界
唯
一
の
大
国
」
と
評
価
し
、
し
か
も
そ
の
日
本
と
米
国
と
の
関
係
に
人
類
史
上
の
重
大
な
意
義
を
見
出
し
た
。
こ
こ
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
本
、
そ
し
て
日
米
関
係
の
世
界
的
な
重
要
性
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
直
ち
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
本
稿
の
冒
頭
に
記
し
た
有
名
な
言
葉
を
口
に
し
始
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、表
現
こ
そ
違
え
、七
六
年
の
訪
日
以
後
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
日
米
関
係
と
同
じ
よ
う
な
関
係
が
他
に
存
在
す
る
と
は
思
わ
な
い
」
と
か
、「
日
本
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
同
盟
国
」
と
い
っ
た
言
葉
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。
第
三
章
摩
擦
の
時
代
の
駐
日
大
使
一
九
七
六
年
三
月
、
七
三
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
同
年
一
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
上
院
選
挙
に
出
馬
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
議
員
引
退
後
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
妻
と
と
も
に
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
り
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
同
年
末
ご
ろ
か
ら
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ソ
連
大
使
や
北
京
駐
在
米
連
絡
事
務
所
長
に
任
命
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
米
中
関
係
正
常
化
後
の
初
代
駐
中
国
大
使
に
す
べ
き
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
派
遣
に
つ
い
て
は
、
七
七
年
に
発
足
し
た
カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
台
湾
を
攻
撃
し
な
い
と
の
保
証
を
中
国
側
か
ら
取
り
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
カ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
そ
う
し
た
方
針
に
否
定
的
だ
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
結
局
、
こ
の
見
解
の
相
違
が
理
由
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
北
京
派
遣
は
取
り
や
め
と
な
り
、
駐
日
大
使
と
し
て
東
京
に
派
遣
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
東
京
行
き
の
要
請
を
快
諾
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
駐
日
大
使
へ
の
起
用
は
、
米
国
で
広
く
歓
迎
さ
れ
た
。
民
主
党
議
員
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
共
和
党
議
員
か
ら
も
、
カ
ー
タ
ー
の
そ
の
決
定
に
強
い
支
持
が
寄
せ
ら
れ
た
。
四
月
二
一
日
、
上
院
外
交
委
員
会
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
駐
日
大
使
指
名
を
全
会
一
致
で
承
認
。
即
日
、
上
院
本
会
議
も
そ
れ
を
承
認
し
た
。
日
本
も
、
米
政
界
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
マ
ン
ス
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フ
ィ
ー
ル
ド
の
駐
日
大
使
指
名
に
沸
い
た
。
朝
日
新
聞
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を「
大
統
領
動
か
す
大
物
」と
か
、「
戦
前
、戦
後
を
通
じ
て
米
国
が
日
本
に
送
り
込
む
最
大
の
供
大
物
僑
大
使
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
五
月
二
五
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
新
駐
日
大
使
と
し
て
の
宣
誓
を
行
う
。
そ
の
場
所
は
、議
会
人
と
し
て
の
長
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ル
ー
ム
」と
名
付
け
ら
れ
た
議
会
の
一
室
で
あ
っ
た
。
宣
誓
式
か
ら
五
日
後
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
の
ダ
レ
ス
空
港
を
出
発
、
日
本
重
視
の
考
え
を
自
ら
体
現
す
べ
く
、
赴
任
の
途
に
つ
い
た
。
大
使
就
任
後
、マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
再
び
、大
西
洋
に
勝
る
太
平
洋
の
重
要
性
に
つ
い
て
頻
繁
に
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
私
た
ち
の
将
来
は
、数
百
年
前
に
大
西
洋
地
域
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
に
、太
平
洋
地
域
に
存
す
る
」、と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
彼
は
、
米
国
西
部
の
人
口
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
世
界
人
口
の
半
分
以
上
が
環
太
平
洋
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
韓
国
や
香
港
、
台
湾
な
ど
で
見
ら
れ
る
目
覚
し
い
経
済
成
長
や
、
米
国
と
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
貿
易
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
と
の
貿
易
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
う
し
た
太
平
洋
地
域
の
重
要
性
に
関
す
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
解
が
、
彼
の
日
本
重
視
論
を
一
層
強
固
な
も
の
と
し
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。「
環
太
平
洋
地
域
の
実
り
あ
る
平
和
な
発
展
と
安
定
は
、
世
界
で
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
で
あ
る
日
米
関
係
の
永
続
性
と
強
靭
さ
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
固
く
信
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
駐
日
大
使
に
指
名
さ
れ
た
こ
ろ
、
日
米
間
で
は
茨
城
県
東
海
村
で
の
核
燃
料
再
処
理
工
場
建
設
問
題
を
め
ぐ
っ
て
摩
擦
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
核
不
拡
散
政
策
の
下
で
建
設
断
念
を
求
め
て
い
た
カ
ー
タ
ー
と
は
異
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
上
院
外
交
委
員
会
に
お
け
る
駐
日
大
使
承
認
の
た
め
の
公
聴
会
に
お
い
て
彼
は
、
苦
し
い
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
な
ど
を
指
摘
し
て
、「
東
海
村
」計
画
を
進
め
よ
う
と
す
る
日
本
の
立
場
に
理
解
を
示
す
証
言
を
行
っ
た
。そ
の
中
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、日
本
人
の
脳
裏
に
残
る
、広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
記
憶
に
言
及
し
、「
も
し
こ
の
世
界
に
核
（
）
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兵
器
開
発
を
望
ま
な
い
国
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
日
本
だ
」
と
の
見
解
を
披
瀝
し
た
。
実
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
一
九
四
六
年
に
日
本
を
訪
れ
た
際
、
広
島
上
空
を
米
軍
の
特
別
機
で
旋
回
し
、
原
爆
の
惨
禍
を
目
に
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
の
日
記
に
は
、
原
爆
を
「
人
間
に
対
し
て
使
っ
た
の
は
誤
り
だ
っ
た
」
と
記
し
、
帰
国
後
に
は
、「
広
島
の
被
害
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
」
と
議
会
に
報
告
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
持
つ
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
被
爆
体
験
の
悲
惨
さ
を
一
般
の
米
国
人
よ
り
は
る
か
に
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
心
中
に
は
日
本
の
軍
事
大
国
化
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
核
兵
器
開
発
の
可
能
性
を
否
定
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
証
言
は
、
そ
う
し
た
理
解
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
京
に
赴
任
し
て
か
ら
約
一
ヶ
月
が
経
っ
た
七
月
一
二
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
「
東
海
村
」
問
題
に
関
す
る
公
電
を
バ
ン
ス
（CyrusR.Vance
）
国
務
長
官
に
送
付
す
る
。
そ
れ
は
、
良
好
な
日
米
同
盟
関
係
の
維
持
の
た
め
に
は
米
国
側
の
譲
歩
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
譲
歩
は
で
き
る
だ
け
早
期
に
何
ら
か
の
形
で
東
海
村
施
設
の
稼
動
を
認
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
に
よ
る
と
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
大
使
時
代
、
対
日
政
策
を
大
き
く
変
え
る
公
電
を
二
通
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
付
し
て
い
る
。「
東
海
村
」
問
題
で
の
譲
歩
を
説
い
た
公
電
は
そ
の
一
通
目
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
公
電
は
国
務
省
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
回
付
さ
れ
た
。「
大
物
」
大
使
か
ら
の
公
電
に
接
し
た
カ
ー
タ
ー
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
勧
告
を
承
諾
し
、
バ
ン
ス
に
対
し
て
妥
協
案
の
作
成
を
指
示
す
る
。
国
家
安
全
保
障
会
議
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
ア
マ
コ
ス
ト
（MichaelH.Armacost
）
が
後
に
、「
当
時
は
信
じ
が
た
い
こ
と
が
起
き
た
よ
う
に
思
え
た
」
と
述
べ
る
ほ
ど
、
カ
ー
タ
ー
の
そ
の
決
断
は
そ
れ
ま
で
の
米
側
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
使
在
任
中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
「
東
海
村
」
計
画
の
よ
う
に
は
う
ま
く
処
理
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
日
米
間
の
経
済
摩
擦
が
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
以
来
、
日
本
の
対
米
貿
易
が
慢
性
的
な
黒
字
を
記
録
す
る
中
、
そ
の
問
題
は
年
々
深
刻
の
度
合
い
を
増
し
て
い
た
。
彼
が
上
院
外
交
委
員
会
に
提
出
し
た
七
六
年
訪
日
報
告
書
に
お
い
て
も
対
日
貿
易
赤
字
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
（
）
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９０
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中
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
羽
田
空
港
に
着
い
た
そ
の
日
（
七
七
年
六
月
七
日
）
か
ら
、
日
米
間
の
経
済
問
題
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
る
。
着
任
早
々
の
一
九
七
七
年
七
月
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
内
外
情
勢
調
査
会
の
懇
談
会
で
演
説
を
行
う
。
そ
の
演
説
に
お
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、前
年
の
日
本
の
対
米
貿
易
黒
字
が
約
五
〇
億
ド
ル
に
上
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。そ
れ
は
彼
曰
く
、「
不
安
を
抱
か
せ
る
数
字
」
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
鉄
鋼
製
品
や
自
動
車
な
ど
の
対
米
輸
出
の
急
増
が
、
米
国
に
お
い
て
保
護
貿
易
主
義
を
台
頭
さ
せ
、「
世
界
全
体
を
経
済
的
混
乱
状
態
に
陥
れ
か
ね
な
い
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。
同
日
の
朝
日
新
聞
の
夕
刊
は
、「
対
米
輸
出
急
増
に
警
告
」
と
の
見
出
し
の
下
、
大
使
の
演
説
を
大
き
く
報
じ
て
い
る
。
日
本
の
貿
易
問
題
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
議
員
時
代
か
ら
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
日
本
が
ま
だ
復
興
の
途
上
に
あ
っ
た
と
き
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
日
本
に
と
っ
て
の
貿
易
の
死
活
的
重
要
性
を
指
摘
し
、
米
国
側
の
配
慮
を
求
め
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
訴
え
が
あ
る
程
度
聞
き
入
れ
ら
れ
る
時
代
は
す
で
に
遠
く
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
駐
日
大
使
に
就
任
し
た
こ
ろ
、
日
本
は
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
経
済
大
国
に
成
長
し
て
い
た
し
、
米
国
民
は
「
追
い
上
げ
て
き
た
日
本
へ
の
や
っ
か
み
や
焦
り
」
を
募
ら
せ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
対
米
輸
出
の
増
加
と
と
も
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
時
に
日
本
人
の
聴
衆
を
前
に
厳
し
い
口
調
で
日
本
市
場
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
と
き
で
も
日
本
側
の
事
情
に
理
解
を
示
し
、
市
場
の
開
放
に
向
け
た
日
本
政
府
の
努
力
を
評
価
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
米
国
人
を
前
に
し
て
演
説
を
行
う
と
き
や
米
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
輸
出
増
大
の
た
め
の
米
企
業
の
一
層
の
努
力
を
求
め
た
。
そ
う
し
た
冷
静
で
公
正
な
態
度
を
と
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
モ
ン
タ
ナ
の
鉱
山
に
伝
わ
る
「
そ
っ
と
叩
け
」（Tap’erlight
）
と
い
う
言
い
回
し
を
好
ん
だ
。
一
九
七
七
年
一
〇
月
、
彼
は
日
米
協
会
に
お
け
る
演
説
で
そ
の
表
現
を
紹
介
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
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鉱
夫
た
ち
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
気
を
つ
け
る
よ
う
仲
間
に
注
意
を
う
な
が
す
際
、
こ
の
言
葉
を
使
う
。
岩
盤
に
穴
を
あ
け
て
、
そ
の
な
か
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
棒
を
と
ん
と
ん
と
叩
き
込
む
わ
け
だ
が
、
少
し
で
も
強
く
叩
き
過
ぎ
る
と
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は
爆
発
し
か
ね
な
い
。
あ
せ
ら
ず
「
そ
っ
と
叩
く
」
の
が
一
番
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
同
じ
よ
う
に
爆
発
の
危
険
を
は
ら
ん
だ
問
題
が
、
今
日
私
た
ち
の
回
り
の
至
る
と
こ
ろ
に
転
が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
き
わ
め
て
慎
重
に
、
日
本
、
米
国
、
そ
し
て
そ
の
他
世
界
各
地
の
人
び
と
に
関
心
を
払
っ
て
、
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
理
性
的
で
冷
静
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
問
題
が
爆
発
の
段
階
に
達
す
る
の
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
七
八
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
枠
を
め
ぐ
る
日
米
間
の
交
渉
が
東
京
で
行
わ
れ
て
い
た
。
駐
日
大
使
が
そ
う
し
た
個
別
の
通
商
交
渉
に
加
わ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
在
任
中
の
最
重
要
案
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
半
導
体
を
め
ぐ
る
交
渉
に
つ
い
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
の
内
容
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
交
渉
を
め
ぐ
る
事
情
は
少
々
違
っ
て
い
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
、
輸
入
枠
に
つ
い
て
特
別
通
商
代
表
部
が「
欲
張
り
す
ぎ
」、交
渉
相
手
の
中
川
一
郎
農
水
相
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
を
見
か
ね
た
大
使
は
、そ
の
幹
部
を
こ
う
た
し
な
め
た
。「
合
意
の
瀬
戸
際
に
あ
る
交
渉
を
君
は
壊
す
つ
も
り
か
。
も
う
少
し
静
か
に
し
た
ら
ど
う
か
ね
」。
そ
の
後
、
特
別
通
商
代
表
部
は
方
針
を
転
換
、交
渉
は
ひ
と
ま
ず
決
着
し
た
と
い
う
。「
そ
っ
と
叩
け
」と
い
う
鉱
山
の
教
え
は
こ
う
し
て
、日
米
間
の
懸
案
の
処
理
に
生
か
さ
れ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
東
京
に
赴
任
し
た
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
地
域
は
米
中
和
解
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
に
よ
り
戦
後
に
お
い
て
最
も
安
定
し
た
時
期
を
迎
え
て
い
た
。七
七
年
七
月
の
内
外
情
勢
調
査
会
で
の
演
説
に
お
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
米
国
人
は
、つ
い
に
、
広
大
な
太
平
洋
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
に
平
和
な
ア
ジ
ア
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
（
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情
勢
判
断
の
下
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
時
期
、
在
韓
米
軍
の
撤
退
を
目
指
す
カ
ー
タ
ー
政
権
の
政
策
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
安
保
た
だ
乗
り
」
論
の
下
で
日
本
に
防
衛
力
増
強
を
求
め
る
議
論
に
対
し
て
も
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
た
。
一
九
七
九
年
一
二
月
、
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
す
る
。
新
冷
戦
の
始
ま
り
を
告
げ
た
そ
の
事
件
を
境
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
考
え
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
彼
は
在
韓
米
軍
撤
退
に
対
す
る
支
持
を
撤
回
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
費
の
増
額
を
日
本
政
府
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
変
化
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
発
言
、
微
妙
に
変
化
」
と
い
う
あ
る
新
聞
記
事
の
見
出
し
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
か
ね
て
か
ら
日
本
の
軍
備
増
強
に
慎
重
な
見
解
を
持
ち
、
し
か
も
「
そ
っ
と
叩
け
」
と
い
う
鉱
山
の
教
え
に
忠
実
だ
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
姿
勢
は
、
そ
の
見
出
し
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
あ
く
ま
で
抑
制
的
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
三
月
の
記
者
会
見
で
は
、
日
本
が
過
去
一
〇
年
間
、
毎
年
八
％
程
度
の
防
衛
費
増
を
続
け
、
伸
び
率
で
は
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
北
大
西
洋
条
約
機
構
加
盟
の
国
々
を
し
の
い
で
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
カ
ー
タ
ー
政
権
内
に
は
こ
う
し
た
発
言
を
好
ま
し
く
思
わ
な
い
者
も
い
た
。
コ
マ
ー
（R.V.Komer
）
国
防
次
官
は
国
防
長
官
宛
の
書
簡
に
、「
こ
の
問
題
に
関
す
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
大
使
の
消
極
的
な
姿
勢
は
、
私
が
理
解
し
て
い
る
合
衆
国
政
府
の
政
策
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
側
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
本
国
政
府
内
に
こ
う
し
た
批
判
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
が
、
防
衛
問
題
に
対
す
る
抑
制
的
な
姿
勢
を
改
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
の
四
年
の
任
期
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
一
九
八
〇
年
半
ば
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
大
統
領
選
挙
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
大
使
の
職
を
辞
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
妻
の
体
調
が
芳
し
く
な
い
こ
と
、
彼
自
身
高
齢
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
す
ぐ
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
心
変
わ
り
す
る
。
彼
は
、
元
大
統
領
フ
ォ
ー
ド
や
民
主
党
上
院
議
員
の
何
人
か
に
連
絡
し
、
次
期
大
統
領
へ
の
就
任
が
決
ま
っ
た
レ
ー
ガ
ン
に
対
し
て
自
ら
の
留
任
を
勧
め
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
、
日
米
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
問
題
が
未
解
決
で
あ
っ
た
の
が
大
使
の
職
に
留
ま
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る
こ
と
を
望
ん
だ
理
由
で
あ
っ
た
と
い
う
。
レ
ー
ガ
ン
に
と
っ
て
も
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
留
任
は
い
く
つ
か
の
点
で
望
ま
し
か
っ
た
。
ま
ず
、
そ
れ
に
よ
り
日
本
重
視
の
姿
勢
や
対
日
政
策
の
継
続
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
議
会
民
主
党
の
対
決
姿
勢
を
和
ら
げ
る
一
助
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
再
任
を
望
む
日
本
側
の
意
向
も
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
一
月
七
日
、
レ
ー
ガ
ン
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
引
き
続
き
大
使
の
職
に
留
ま
る
よ
う
要
請
す
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
れ
を
快
諾
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
下
で
駐
日
大
使
に
再
任
さ
れ
て
か
ら
三
ヶ
月
ほ
ど
が
経
っ
た
一
九
八
一
年
四
月
九
日
、
米
海
軍
の
原
子
力
潜
水
艦
が
日
本
の
貨
物
船
に
衝
突
し
て
当
て
逃
げ
し
、
沈
没
し
た
日
本
船
の
乗
組
員
二
名
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起
こ
っ
た
。
後
に
こ
の
衝
突
事
故
を
大
使
在
任
中
最
も
辛
か
っ
た
出
来
事
と
し
て
振
り
返
る
こ
と
に
な
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
事
故
の
一
報
を
聞
く
や
「
素
早
く
対
応
し
よ
う
」と
決
意
、関
係
部
局
に
対
し
て
米
政
府
の
謝
罪
や
遺
族
へ
の
補
償
金
支
払
い
、事
故
調
査
報
告
書
作
成
な
ど
の
対
応
を
早
急
に
進
め
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
事
件
か
ら
一
夜
明
け
た
四
月
一
〇
日
に
は
遺
憾
の
意
を
表
明
し
、
翌
日
に
は
外
務
省
に
伊
東
正
義
外
相
を
訪
ね
、
大
統
領
と
国
防
長
官
の
遺
憾
の
意
を
伝
え
た
。
八
月
三
一
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
事
故
の
最
終
報
告
書
を
持
っ
て
園
田
直
外
相
を
訪
ね
る
。「
米
政
府
の
心
か
ら
の
謝
罪
の
気
持
ち
を
日
本
国
民
に
直
接
伝
え
た
か
っ
た
」
と
い
う
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
詰
め
か
け
た
報
道
陣
の
前
で
外
相
に
対
し
て
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。
翌
日
、
日
本
の
全
て
の
主
要
新
聞
が
そ
の
写
真
を
第
一
面
に
掲
載
す
る
。そ
の
う
ち
の
一
つ
朝
日
新
聞
は
社
説
に
て
、事
故
に
つ
い
て
な
お
疑
念
が
残
る
と
し
な
が
ら
も
、「
深
ぶ
か
と
頭
を
下
げ
て
陳
謝
す
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
米
大
使
の
姿
を
見
、
さ
ら
に
約
七
十
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
詳
細
な
事
故
報
告
書
を
読
む
と
、
こ
の
事
件
が
日
米
関
係
に
も
た
ら
す
影
響
を
重
視
し
、
関
係
者
の
過
失
責
任
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
た
米
政
府
の
率
直
な
態
度
が
よ
く
わ
か
る
」、
と
一
定
の
評
価
を
示
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
日
本
の
外
相
に
対
し
て
頭
を
下
げ
る
姿
は
米
国
で
も
報
じ
ら
れ
た
。
米
国
内
の
一
部
で
は
そ
れ
を
日
本
人
に
対
す
る
「
叩
頭
」
と
見
な
し
、
大
使
を
批
判
す
る
声
が
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
自
ら
の
行
動
の
正
し
さ
を
信
じ
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て
疑
わ
な
か
っ
た
。
後
に
彼
は
、「
頭
を
下
げ
る
の
は
、
私
が
で
き
る
最
小
か
つ
最
大
の
仕
事
だ
と
考
え
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
カ
ー
タ
ー
政
権
期
か
ら
引
き
続
き
日
米
間
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
防
衛
問
題
に
つ
い
て
は
、
再
任
直
後
の
一
九
八
一
年
一
月
二
六
日
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
っ
た
公
電
が
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
。
そ
の
電
報
の
中
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
あ
る
提
案
を
試
み
た
。
そ
れ
は
、
カ
ー
タ
ー
政
権
期
の
と
き
の
よ
う
に
防
衛
費
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
・
国
家
予
算
比
率
に
こ
だ
わ
る
の
は
止
め
、
日
米
の
役
割
や
使
命
、
安
全
保
障
上
の
コ
ス
ト
の
共
同
負
担
を
定
義
付
け
る
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
の
言
う
、
対
日
政
策
を
変
え
た
公
電
の
二
通
目
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
案
は
、
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
（CasparW.
Weinberger
）
国
防
長
官
の
考
え
と
一
致
し
て
い
た
。
そ
の
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
よ
る
と
、
彼
の
望
む
政
策
が
大
使
の
提
案
に
よ
り
、
翌
週
に
は
米
国
の
公
式
政
策
と
し
て
公
認
さ
れ
た
と
い
う
。
二
月
一
一
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
再
任
の
挨
拶
に
鈴
木
善
幸
首
相
を
訪
ね
る
。
そ
の
会
談
の
席
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
予
算
の
伸
び
率
な
ど「
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ら
わ
れ
た
不
毛
の
議
論
は
避
け
た
い
」と
し
、「
今
後
は
、日
本
に
対
し
特
定
の
分
野
で
ど
う
い
う
役
割
を
期
待
で
き
る
の
か
、
中
身
を
し
ぼ
っ
て
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
意
向
を
表
明
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
が
経
っ
た
三
月
一
〇
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
日
本
人
記
者
と
の
会
見
の
中
で
、「
米
第
七
艦
隊
の
西
イ
ン
ド
洋
へ
の
戦
力
転
換
に
と
も
な
っ
て
手
薄
と
な
っ
て
い
る
日
本
本
土
と
周
辺
海
域
を
引
き
受
け
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
具
体
的
に
は
対
潜
水
艦
能
力
と
防
空
能
力
の
強
化
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
防
衛
問
題
に
お
け
る
こ
う
し
た
米
側
方
針
の
変
化
は
、
日
米
間
の
協
議
を
建
設
的
な
も
の
に
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
鈴
木
首
相
の
消
極
姿
勢
も
あ
っ
て
両
国
間
の
摩
擦
の
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
八
一
年
五
月
に
は
鈴
木
が
、
日
米
首
脳
会
談
の
共
同
声
明
で
両
国
の
「
同
盟
関
係
」
を
謳
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
軍
事
的
意
味
合
い
は
な
い
と
発
言
。
事
態
は
紛
糾
し
、
米
国
の
対
日
世
論
は
著
し
く
悪
化
し
た
。
一
九
八
二
年
一
一
月
、
中
曽
根
康
弘
内
閣
が
発
足
す
る
。
防
衛
庁
長
官
を
務
め
た
経
験
を
持
ち
、
レ
ー
ガ
ン
と
は
「
ロ
ン
・
ヤ
ス
」
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関
係
と
い
わ
れ
る
親
密
な
関
係
を
築
い
た
中
曽
根
の
指
導
力
の
下
、
日
本
政
府
は
防
衛
問
題
で
積
極
的
な
対
米
協
力
姿
勢
を
と
っ
た
。
八
三
年
一
月
に
は
中
曽
根
の
口
か
ら
有
名
な
「
不
沈
空
母
」
発
言
が
飛
び
出
す
。
本
人
の
回
想
に
よ
る
と
、
そ
の
発
言
が
「
ワ
シ
ン
ト
ン
に
鬱
積
し
て
い
た
日
本
の
逃
避
的
態
度
に
対
す
る
不
信
感
を
一
挙
に
吹
き
飛
ば
し
」
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
八
四
年
八
月
に
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、「
日
米
の
防
衛
関
係
が
今
日
ほ
ど
良
好
だ
っ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
」と
述
べ
る
ほ
ど
、事
態
は
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
の
が
日
米
間
に
お
け
る
経
済
摩
擦
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
発
足
し
た
と
き
、
日
米
間
の
貿
易
は
一
〇
〇
億
ド
ル
を
優
に
越
す
米
国
側
の
赤
字
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
額
は
レ
ー
ガ
ン
が
大
統
領
職
を
務
め
た
八
年
の
間
に
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
米
国
内
で
は
反
日
的
な
気
運
が
高
ま
り
、
保
護
貿
易
主
義
が
台
頭
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
日
本
側
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
八
五
年
七
月
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
講
演
で
は
、米
国
議
会
に「
過
去
五
〇
年
間
の
ど
の
時
期
よ
り
も
多
く
の
保
護
主
義
法
案
が
提
出
さ
れ
て
」い
る
現
状
を
説
明
し
、「
米
国
に
み
ら
れ
る
保
護
主
義
の
脅
威
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
警
告
を
発
し
た
。
こ
の
難
局
に
際
し
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
シ
ャ
ツ
を
脱
ぎ
な
さ
ん
な
」と
言
っ
た
。マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
男
た
ち
が
シ
ャ
ツ
を
脱
い
で
上
半
身
裸
に
な
っ
て
殴
り
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
表
現
を
使
っ
て
、
日
米
双
方
と
も
喧
嘩
腰
に
な
る
な
と
忠
告
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
通
り
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
冷
静
で
あ
っ
た
。
日
本
側
に
対
し
て
は
市
場
の
一
層
の
開
放
を
求
め
る
一
方
で
、米
国
側
に
対
し
て
は
生
産
性
の
向
上
や
良
心
的
な
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、「
古
き
時
代
の
信
仰
」を
取
り
戻
す
よ
う
諭
し
た
。
ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
下
で
膨
ら
ん
だ
財
政
赤
字
や
そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
ド
ル
高
、
そ
し
て
高
金
利
へ
の
対
処
も
繰
り
返
し
求
め
た
。
一
九
八
八
年
九
月
、
米
国
精
米
業
者
協
会
が
日
本
の
コ
メ
市
場
開
放
を
求
め
て
通
商
代
表
部
に
提
訴
す
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
コ
メ
が
日
本
の
文
化
、
伝
統
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
そ
の
受
理
に
反
対
、
翌
月
の
提
訴
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却
下
を
導
い
た
。
こ
う
し
た
日
本
に
甘
い
と
も
と
れ
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
姿
勢
は
、
米
国
内
に
鬱
積
す
る
不
満
の
矛
先
と
な
っ
た
。
彼
は
駐
日
日
本
大
使
と
揶
揄
さ
れ
、
時
に
は
厳
し
い
批
判
を
受
け
る
。
八
〇
年
代
半
ば
に
は
、
大
使
の
弱
腰
を
な
じ
る
共
和
党
の
あ
る
有
力
議
員
か
ら
公
然
と
更
迭
要
求
が
出
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
レ
ー
ガ
ン
が
自
ら
の
日
本
重
視
の
姿
勢
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
更
迭
す
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
引
き
続
き
大
使
の
職
に
留
ま
り
、
一
九
八
六
年
一
二
月
に
は
そ
れ
ま
で
駐
日
大
使
の
在
任
期
間
と
し
て
は
最
長
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
（Joseph
C.Grew
）
の
記
録
（
九
年
六
ヶ
月
）
を
塗
り
替
え
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
日
米
間
の
通
商
摩
擦
を
解
決
す
る
方
策
と
し
て
自
由
貿
易
協
定
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
、
次
か
ら
次
へ
と
浮
上
す
る
個
別
問
題
ご
と
に
両
国
政
府
や
関
係
業
界
が
議
論
し
、
難
航
す
る
た
び
に
日
米
関
係
が
揺
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
を
断
つ
と
い
う
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
案
の
背
景
に
は
、
多
国
間
主
義
か
ら
二
国
間
主
義
へ
と
重
点
を
移
し
て
い
っ
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
通
商
政
策
も
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
イ
ス
ラ
エ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
と
自
由
貿
易
協
定
を
次
々
に
締
結
し
て
い
っ
た
。
日
米
間
で
も
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
提
案
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
自
由
貿
易
圏
構
想
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
。
八
八
年
一
月
に
竹
下
登
首
相
が
訪
米
し
た
と
き
に
は
、
バ
ー
ド
（RobertC.Byrd,
ウ
ェ
ス
ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
）
民
主
党
院
内
総
務
が
そ
の
構
想
の
実
現
に
向
け
て
共
同
研
究
を
進
め
る
よ
う
首
相
に
持
ち
か
け
た
。竹
下
は
、「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
大
使
か
ら
、そ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
の
は
聞
い
て
い
る
」
と
答
え
た
も
の
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
対
す
る
警
戒
心
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
提
案
に
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
一
九
八
八
年
三
月
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
八
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
そ
れ
ほ
ど
の
高
齢
と
な
る
と
さ
す
が
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
も
健
康
を
害
し
、
職
務
の
遂
行
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
誕
生
日
の
二
ヶ
月
前
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
心
臓
の
手
術
を
受
け
る
。
三
月
に
は
東
京
に
戻
っ
た
も
の
の
、
彼
の
体
力
の
衰
え
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
米
国
で
は
、
一
一
月
の
大
統
領
選
（
）
１２４
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）
１２５
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）
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挙
で
ブ
ッ
シ
ュ
が
当
選
を
果
た
す
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
「
退
く
べ
き
と
き
」
が
来
た
と
判
断
し
た
。
一
一
月
一
四
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
辞
意
を
表
明
し
、
一
二
月
二
二
日
、
帰
国
の
途
に
つ
く
。
一
一
年
半
に
及
ん
だ
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
使
時
代
は
こ
う
し
て
幕
を
閉
じ
た
。結
論
一
九
九
九
年
夏
、
日
本
経
済
新
聞
の
「
私
の
履
歴
書
」
欄
に
、
約
三
〇
回
に
渡
っ
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
回
想
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
最
も
優
れ
た
駐
日
米
国
大
使
と
し
て
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
在
日
宣
教
師
の
子
供
と
し
て
東
京
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本
研
究
者
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
「
日
本
語
が
話
せ
、日
本
を
心
か
ら
愛
し
、日
本
を
だ
れ
よ
り
も
よ
く
知
」る
人
物
だ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、そ
の
よ
う
な
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
自
身
を
比
較
し
て
、「
私
は
日
本
に
つ
い
て
全
く
部
外
者
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
六
一
年
か
ら
約
五
年
間
に
渡
っ
た
大
使
時
代
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が
頻
繁
に
口
に
し
た
の
が
「
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
の
ま
っ
た
だ
中
で
、
日
本
経
済
が
急
拡
大
し
て
い
た
時
期
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
日
米
両
国
が
完
全
に
平
等
な
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
、
そ
の
言
葉
を
日
米
関
係
を
規
定
す
る
中
心
的
概
念
に
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
日
本
人
は
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
言
葉
を
単
な
る
お
世
辞
と
解
し
、
米
国
人
は
そ
れ
を
日
本
に
対
す
る
外
交
辞
令
と
見
た
。
「
私
は
心
か
ら
信
じ
て
使
っ
た
言
葉
だ
が
、
あ
る
意
味
で
は
や
や
現
実
に
先
行
し
す
ぎ
た
の
だ
ろ
う
」、
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
二
〇
年
後
に
記
し
た
回
顧
録
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
そ
の
回
顧
録
が
出
版
さ
れ
た
こ
ろ
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
代
わ
っ
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
日
米
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
訴
え
て
い
た
。
し
か
も
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
日
米
関
係
を
更
に
高
い
次
元
に
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
「
世
界
で
最
も
重
要
な
（
）
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二
国
間
関
係
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
米
関
係
に
関
す
る
表
現
の
相
違
は
、
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
起
き
た
両
国
の
力
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が
大
使
と
し
て
東
京
に
赴
任
し
た
こ
ろ
、
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
米
国
の
一
〇
分
の
一
に
も
み
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
〇
年
後
の
一
九
七
〇
年
に
は
五
分
の
一
と
な
り
、
西
側
世
界
で
米
国
に
次
ぐ
第
二
の
規
模
に
ま
で
拡
大
す
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
駐
日
大
使
に
任
命
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
差
が
更
に
縮
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
経
済
の
目
覚
し
い
成
長
は
日
米
の
間
に
多
く
の
摩
擦
を
生
み
出
し
、
太
平
洋
を
挟
ん
で
双
方
に
不
信
や
不
満
が
募
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
困
難
な
時
期
に
当
た
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
使
時
代
は
日
米
同
盟
関
係
の
再
調
整
と
と
も
に
、
そ
れ
を
定
義
付
け
る
新
た
な
言
葉
を
必
要
と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
時
代
の
要
請
に
敏
感
だ
っ
た
。
彼
は
、
日
米
関
係
を
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
と
す
る
言
葉
を
繰
り
返
し
、
日
米
関
係
の
再
定
義
を
行
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
試
み
が
ど
れ
ほ
ど
成
功
し
た
か
判
定
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
葉
は
人
口
に
膾
炙
し
、
少
な
く
と
も
日
米
の
政
府
高
官
や
知
識
人
に
よ
っ
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
表
現
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
米
関
係
に
関
す
る
認
識
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
が
、
海
兵
隊
員
と
し
て
中
国
に
駐
留
し
て
以
来
、
彼
が
ア
ジ
ア
方
面
で
生
涯
関
心
を
持
ち
続
け
た
の
は
日
本
で
は
な
く
中
国
で
あ
っ
た
。
本
稿
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
重
視
論
の
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
、
彼
の
中
国
観
に
も
注
目
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
米
国
人
の
中
国
観
と
い
え
ば
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
中
国
で
活
動
し
た
経
験
を
持
つ
宣
教
師
が
、
そ
の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
中
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
た
り
政
治
家
に
な
る
な
ど
し
て
、
米
国
に
お
け
る
対
中
世
論
を
先
導
し
た
者
も
い
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
と
共
に
議
会
を
代
表
す
る
ア
ジ
ア
通
と
し
て
知
ら
れ
た
ジ
ャ
ッ
ド
は
そ
う
し
た
宣
教
師
の
一
人
で
あ
る
。
大
国
中
国
の
重
要
性
を
信
じ
、
強
烈
な
反
共
主
義
思
想
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
ジ
ャ
ッ
ド
は
、
国
民
党
に
対
し
て
軍
事
援
助
を
支
給
し
、
中
国
の
共
産
化
を
阻
止
す
る
よ
う
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
（
）
１３３
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に
強
く
求
め
た
。
共
産
中
国
の
成
立
後
は
、「
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ビ
ー
」の
団
体
の
中
で
は
最
大
規
模
の
団
体
を
立
ち
上
げ
、北
京
政
府
の
承
認
や
国
連
加
盟
に
反
対
し
続
け
る
。
そ
し
て
、
七
〇
年
代
の
米
中
和
解
に
際
し
て
も
そ
の
立
場
を
貫
い
た
。
一
方
、
ジ
ャ
ッ
ド
と
同
時
代
を
生
き
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
こ
う
し
た
一
貫
し
た
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
四
〇
年
代
半
ば
の
二
回
の
訪
中
で
中
国
国
内
の
混
乱
状
況
に
強
い
失
望
感
を
抱
い
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
重
視
の
立
場
か
ら
身
を
引
き
、
国
民
党
に
対
す
る
軍
事
援
助
に
も
反
対
し
た
。
五
〇
年
代
半
ば
に
は
、
中
国
脅
威
論
の
高
ま
り
の
中
で
、
ド
イ
ツ
と
並
ぶ
日
本
の
重
要
性
を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
。
五
〇
年
代
後
半
か
ら
は
共
産
中
国
に
対
す
る
敵
視
政
策
を
修
正
す
る
よ
う
訴
え
始
め
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
期
に
は
北
京
政
府
と
の
直
接
接
触
を
試
み
た
。
こ
の
よ
う
に
、
柔
軟
と
い
え
ば
柔
軟
に
主
張
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
理
念
の
追
求
よ
り
現
実
へ
の
適
応
を
重
視
し
た
政
治
家
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
理
念
的
な
問
題
に
重
き
を
置
か
な
い
と
い
う
点
で
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
観
は
七
〇
年
代
前
半
の
米
国
外
交
を
牽
引
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
そ
れ
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
ニ
ク
ソ
ン
と
共
に
実
現
さ
せ
た
米
中
和
解
を
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
高
く
評
価
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
対
中
接
近
の
背
後
に
あ
っ
た
戦
略
に
つ
い
て
意
見
を
同
じ
く
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
米
中
和
解
を
米
ソ
デ
タ
ン
ト
の
促
進
に
ま
で
つ
な
げ
る
と
い
う
壮
大
な
戦
略
を
描
い
て
い
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
対
中
接
近
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
勢
力
均
衡
ゲ
ー
ム
の
一
環
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ソ
連
と
軍
事
的
に
対
峙
す
る
中
国
を
自
陣
営
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
ク
レ
ム
リ
ン
に
対
す
る
優
位
な
立
場
を
獲
得
し
、
核
問
題
な
ど
に
関
す
る
米
ソ
交
渉
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
戦
略
に
お
い
て
は
中
国
の
役
割
が
大
き
く
、
逆
に
日
本
が
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
役
割
は
小
さ
い
。
故
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
は
中
国
を
重
視
し
、
日
本
を
軽
視
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
彼
は
周
恩
来
と
の
交
渉
の
席
で
、
日
米
安
保
の
枠
組
の
下
で
日
本
の
軍
事
大
国
化
を
防
ぐ
こ
と
が
米
中
両
国
の
共
通
の
利
益
に
な
る
と
い
う
、
中
国
と
日
本
の
ど
ち
ら
が
同
盟
国
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
話
ま
で
し
て
い
る
。
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一
方
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
米
中
和
解
を
、
経
済
的
な
相
互
依
存
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
捉
え
た
。
米
中
和
解
以
後
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
、
米
ソ
デ
タ
ン
ト
が
進
行
し
た
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
見
方
を
強
め
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
平
和
主
義
路
線
を
歩
み
、
経
済
大
国
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
日
本
こ
そ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
一
九
七
六
年
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
訪
日
報
告
書
の
中
で
、
日
本
を
「
軍
事
力
を
拒
否
し
た
世
界
唯
一
の
大
国
」
と
評
価
し
、
そ
の
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
を
勧
告
す
る
。
ま
た
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
言
葉
を
引
い
て
、
文
化
の
異
な
る
日
米
両
大
国
が
対
等
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
人
類
史
上
の
重
大
な
意
味
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
駐
日
大
使
と
し
て
東
京
に
赴
任
し
た
の
は
、
こ
の
報
告
書
が
上
院
外
交
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
を
「
軍
事
力
を
拒
否
し
た
大
国
」
と
呼
ん
だ
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
重
視
論
の
核
心
に
は
、
西
側
世
界
で
第
二
の
規
模
に
ま
で
拡
大
し
、
米
国
に
と
っ
て
カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
重
要
な
市
場
と
な
っ
た
日
本
経
済
に
対
す
る
高
い
評
価
が
あ
っ
た
。
彼
の
大
使
時
代
に
、
太
平
洋
貿
易
が
大
西
洋
貿
易
を
上
回
り
、
米
国
と
ア
ジ
ア
の
経
済
的
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
緊
密
な
も
の
と
な
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
ま
さ
に
太
平
洋
が
「
富
の
宝
庫
」
と
な
る
中
で
、
彼
は
米
国
の
未
来
は
太
平
洋
に
あ
る
と
繰
り
返
し
、
ア
ジ
ア
経
済
の
中
心
に
あ
る
日
本
の
世
界
的
重
要
性
を
説
き
続
け
た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ド
の
よ
う
に
理
念
に
こ
だ
わ
る
わ
け
で
も
な
く
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
戦
略
観
の
持
ち
主
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ジ
ア
観
を
大
き
く
規
定
し
た
の
は
、
ア
ジ
ア
の
経
済
的
発
展
と
米
国
の
国
益
の
調
和
を
信
じ
る
楽
観
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
見
方
は
、
大
使
在
任
中
に
日
米
間
の
経
済
摩
擦
に
苦
し
ん
だ
経
験
を
経
て
も
揺
る
が
な
か
っ
た
。
大
使
離
任
後
も
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
米
国
の
未
来
は
太
平
洋
に
あ
る
と
い
う
、
大
使
時
代
と
同
様
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
た
だ
日
本
で
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
す
る
と
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
日
本
重
視
論
に
は
揺
ら
ぎ
が
生
じ
た
。
中
国
の
目
覚
し
い
経
済
発
展
は
そ
の
揺
ら
ぎ
を
一
層
大
き
な
も
の
と
す
る
。
一
九
九
三
年
二
月
に
行
わ
れ
た
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
（
）
１３８
マイク・マンスフィールドと日米関係
（阪大法学）５８（２-123）377〔２００８．７〕
現
時
点
で
は
日
米
関
係
が
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
米
国
は
日
本
と
中
国
に
均
等
の
比
重
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
」と
語
っ
た
。九
九
年
夏
の
日
本
経
済
新
聞
紙
上
で
は
、「
日
米
関
係
が
い
つ
ま
で
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
で
あ
り
続
け
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
中
国
が
急
浮
上
し
て
き
て
い
る
。
過
去
数
年
中
国
は
日
本
よ
り
安
定
し
た
経
済
状
況
を
維
持
し
、
東
ア
ジ
ア
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
安
定
に
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
発
言
に
、
台
頭
す
る
中
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
日
米
同
盟
関
係
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
考
え
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
共
産
中
国
と
の
敵
対
関
係
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
悲
劇
を
生
ん
だ
こ
と
に
悔
悟
の
念
を
持
ち
、「
米
中
関
係
の
破
綻
は
私
の
世
代
の
大
き
な
失
敗
の
一
つ
」
と
ま
で
述
べ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
中
国
と
の
平
和
共
存
を
強
く
願
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
と
ア
ジ
ア
の
発
展
に
対
す
る
楽
観
論
か
ら
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
台
頭
す
る
中
国
の
問
題
を
勢
力
均
衡
論
的
な
観
点
か
ら
考
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
権
力
政
治
の
要
素
が
薄
い
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ジ
ア
観
は
、
現
に
進
行
し
て
い
る
中
国
の
軍
備
拡
張
に
つ
い
て
、
何
ら
実
効
的
な
対
策
を
生
み
出
さ
な
い
と
い
う
危
険
を
孕
む
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
を
後
押
し
、
そ
の
地
域
に
更
な
る
繁
栄
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
持
つ
。
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
は
、
日
米
中
の
相
互
依
存
関
係
を
一
層
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
太
平
洋
は
さ
ら
に
大
き
な
「
富
の
宝
庫
」
と
な
り
、
日
本
か
中
国
か
と
い
う
、
米
国
の
ア
ジ
ア
観
を
長
年
規
定
し
て
き
た
二
者
択
一
的
な
視
点
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
五
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
感
じ
つ
つ
こ
の
世
を
去
っ
た
。
九
八
歳
で
あ
っ
た
。
（
１
）
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
著
／
小
孫
茂
編
著
『
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
二
〇
世
紀
の
証
言
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
九
五
頁
。
（
）
１３９
（
）
１４０
（
）
１４１
論 説
（阪大法学）５８（２-124）378〔２００８．７〕
（
２
）
軍
務
に
就
い
て
い
た
期
間
を
加
え
る
と
、
公
職
在
任
期
間
は
五
〇
年
に
な
る
。
一
九
八
八
年
二
月
、
五
〇
年
目
を
祝
う
式
典
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た（Don
Oberdorfer,SenatorMansfield:TheExtraordinaryLifeofa
GreatAmerican
Statesman
andDiplomat
〔Washington,D.C.:Smithsonian
Books,2003
〕,p.500.
菱
木
一
美
・
長
賀
一
哉
訳『
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
─
米
国
の
良
心
を
守
っ
た
政
治
家
の
生
涯
』〔
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
五
年
〕
下
三
〇
八
頁
）。
（
３
）Gregory
A.Olson,Mansfield
and
Vietnam:A
Study
in
RhetoricalAdaptation
(EastLansing,MI:Michigan
State
University
Press,1995);Oberdorfer,SenatorMansfield,chap.7-12.
（
４
）
池
井
優
『
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
一
年
）
第
九
章
、
千
々
和
泰
明
「
戦
後
日
米
大
使
外
交
論
─
そ
の
役
割
を
め
ぐ
る
比
較
史
的
考
察
」（
二
〇
〇
六
年
度
、
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
提
出
博
士
論
文
）
第
五
章
・
第
四
節
。
ま
た
、
千
々
和
泰
明
「『
大
物
』
た
ち
の
遺
産
─
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
以
後
の
駐
日
米
国
大
使
の
役
割
一
九
七
七
─
二
〇
〇
七
年
」『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』
四
四
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
も
参
照
。
（
５
）
村
田
晃
嗣
「
ア
メ
リ
カ
知
日
派
の
系
譜
④
⑤
」『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
五
六
号
（
二
〇
〇
一
年
七
月
）、
一
五
七
号
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）。
（
６
）Oberdorfer,SenatorMansfield,chap.13.
伝
記
以
外
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
関
す
る
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
の
論
考
と
し
て
、
「
駐
日
米
大
使
た
ち
一
九
七
七
─
一
九
九
六
」
入
江
昭
・
ロ
バ
ー
ト
・
ワ
ン
プ
ラ
ー
編
／
細
谷
千
博
・
有
賀
貞
監
訳
『
日
米
戦
後
関
係
史
一
九
五
一
─
二
〇
〇
一
』（
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
、「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
対
日
政
策
を
変
え
さ
せ
た
男
」『
文
藝
春
秋
』
七
八
巻
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
臨
時
増
刊
号
。
（
７
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
八
年
一
一
月
一
五
日
付
朝
刊
。
（
８
）
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
の
伝
記
以
外
に
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
観
を
知
る
の
に
有
用
な
研
究
と
し
て
、Charles
Eugene
Hood,
Jr.,
“‘China
Mike’Mansfield:
The
Making
of
a
Congressional
Authority
on
the
Far
East”
(Ph.D.
diss.,
Washington
State
University,1980)
。
（
９
）
外
務
省
北
米
局
監
修
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
要
覧
─
五
〇
州
と
日
本
』
三
訂
版
（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
二
年
）
一
七
一
頁
。
よ
り
正
確
に
は
、
モ
ン
タ
ナ
と
い
う
州
名
は
ス
ペ
イ
ン
語
のmountainous
を
意
味
す
る
単
語
に
由
来
す
る
（http://mt.gov/about.asp
）。
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
一
二
頁
。
１０
（
）JamesEdmond
Schwartz,“SenatorMichaelJ.Mansfield
and
United
StatesMilitary
Disengagementfrom
Europe:
１１
マイク・マンスフィールドと日米関係
（阪大法学）５８（２-125）379〔２００８．７〕
A
CaseStudyin
American
Foreign
Policy:TheMajorityLeader,HisAmendment,and
HisInfluenceupon
theSenate”
(Ph.D.diss.,The
University
ofNorth
Carolina,1977),p.491;Oberdorfer,SenatorMansfield,p.27
(
邦
訳
、
上
四
七
頁).
（
）MichaelJ.Mansfield,“American
Diplomatic
Relations
with
Korea
(1866-1910)”(Master’s
thesis,State
University
１２ofMontana,1934).
（
）
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
、Hood,“‘ChinaMike’Mansfield,”pp.169-172
を
参
照
。
１３
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.44-52
(
邦
訳
、
上
七
〇
─
七
九
頁).
１４
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
二
二
─
二
三
頁
。
１５
（
）Schwartz,
“Senator
Michael
J.
Mansfield
and
United
States
Military
Disengagement
from
Europe,”
p.491;
１６Oberdorfer,SenatorMansfield,p.27
(
邦
訳
、
上
四
七
頁).
（
）Oberdorfer,SenatorMasfield,p.64
(
邦
訳
、
上
九
六
頁).
１７
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド『
二
〇
世
紀
の
証
言
』九
頁
。
長
崎
の
思
い
出
に
つ
い
て
は
、マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
／
小
関
哲
哉
訳『
マ
ン
１８ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ピ
ー
チ
─
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
五
三
─
五
七
頁
も
参
照
。
（
）CongressionalRecord,78 th
Cong.,1 stsess.,Vol.89,pt.2,p.1649;“Whatare
we
going
to
do
aboutthe
Pacific,”
１９BroadcastoverNBC,April30,1943,Folder:1943
April30,Box:36,Series:XXI,Mike
Mansfield
Collection,K.Ross
Toole
Archives,
The
University
of
Montana–
Missoula
(
以
下
、Mansfield
Collection
と
略);
Oberdorfer,
Senator
Mansfield,p.53
(
邦
訳
、
上
八
一
頁).
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
と
同
年
に
下
院
議
員
と
な
り
、
彼
と
同
じ
く
外
交
委
員
会
に
所
属
し
た
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
（JamesW.Fulbright,
２０ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
、
民
主
党
）
の
回
想
（
Ｊ
・
Ｗ
・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
／
勝
又
美
智
雄
訳
『
権
力
の
驕
り
に
抗
し
て
』〔
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
〕
五
八
頁
）。
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,p.52
(
邦
訳
、
上
八
〇
頁);Hood,“‘ChinaMike’Mansfield,”pp.203-204.
２１
（
）House
Committee
on
Foreign
Affairs,Extending
for1
YeartheProvisionsofan
Actto
PromotetheDefenseofthe
２２United
States,Approved
March
11,1941,78 thCong.,1 stsess.,H.Rept.188,pp.3-4.
（
）House
Committee
on
Foreign
Affairs,Extension
ofLend-Lease
Act:Hearingson
H.R.1501,78 thCong.,1 stsess.,
２３
論 説
（阪大法学）５８（２-126）380〔２００８．７〕
p.234;CongressionalRecord,78 th
Cong.,1 stsess.,Vol.89,pt2,pp.1649-1650;Ibid.,Vol.89,pt.6,p.8604;Oberdorfer,
SenatorMansfield,p.53
(
邦
訳
、
上
八
一
頁).
（
）CongressionalRecord,78 thCong.,1 stsess.,Vol.89,pt.6,p.8605;Ibid.,Vol.89,pt.2,p.1649;“Whatare
we
going
to
２４do
aboutthe
Pacific,”Mansfield
Collection.
（
）CongressionalRecord,78 thCong.,2 ndsess.,Vol.90,pt.6,p.7345;Ibid.,79 thCong.,1 stsess.,Vol.91,pt.3,p.3523;
２５Ibid.,80 thCong.,1 stsess.,Vol.93,pt.1,p.768.
（
）Ibid.,78 thCong.,1 stsess.,Vol.89,pt.6,p.8605;“Whatarewegoing
to
do
aboutthePacific,”Mansfield
Collection;
２６From
Mansfield
to
Allen
Goodgame,October22,1943,Folder:10,Box:4,Series:II,Mansfield
Collection.
（
）Folder:1943,KGIR
Radio
Script,Box:36,Series:XXI,Mansfield
Collection;Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.53-
２７54
(
邦
訳
、
上
八
二
頁).
（
）ReminiscencesofWellington
Koo,p.F76,in
the
ColumbiaUniversity
OralHistory
Research
Office
Collection.
２８
（
）Memorandum,Folder:1,Box:511,Series:XIX,Mansfield
Collection;Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.63-64
(
邦
２９訳
、
上
九
五
─
九
七
頁).
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
国
派
遣
に
同
意
し
た
理
由
は
定
か
で
な
い
。
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
中
国
情
勢
を
知
る
た
め
に
一
介
の
一
年
生
議
員
の
助
け
を
必
要
と
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
国
内
政
治
的
要
因
に
そ
の
答
え
を
求
め
て
い
る
。
彼
の
説
明
に
よ
る
と
、
そ
の
こ
ろ
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
心
中
に
は
、
政
敵
で
あ
っ
た
モ
ン
タ
ナ
州
選
出
の
古
参
上
院
議
員
バ
ー
ト
ン
・
Ｋ
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
（Burton
K.Wheeler,
民
主
党
）
の
対
抗
馬
と
し
て
、
四
六
年
上
院
選
挙
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
立
て
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
。
大
統
領
特
使
と
し
て
の
訪
中
は
、
そ
の
た
め
に
彼
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
う
し
た
大
統
領
の
狙
い
に
つ
い
て
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
四
六
年
上
院
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
（Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.64-66
〔
邦
訳
、
上
九
七
─
一
〇
〇
頁
〕）。
（
）
中
国
レ
ポ
ー
ト
は
、DepartmentofState,Foreign
RelationsoftheUnited
States:1945,Vol.7(Washington,D.C.:GPO,
３０1969),pp.2-26
に
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
議
会
演
説
は
、CongressionalRecord,79 thCong.,1 stsess.,Vol.91,pt.1,pp.277-283
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,p.80
(
邦
訳
、
上
一
一
八
頁).
３１
マイク・マンスフィールドと日米関係
（阪大法学）５８（２-127）381〔２００８．７〕
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
議
会
演
説
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て
は
、Hood,“‘ChinaMike’Mansfield,”pp.302-312
に
詳
し
い
。
３２
（
）CongressionalRecord,79 thCong.,1 stsess.,Vol.91,pt.6,p.7384.
３３
（
）Ibid.,Vol.91,pt.4,pp.4902-4903.
３４
（
）Ibid.,Vol.91,pt.7,p.9630.
３５
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.92-93
(
邦
訳
、
上
一
三
五
─
一
三
六
頁);Hood,“’ChinaMike’Mansfield,”pp.14-15.
３６
（
）CongressionalRecord,80 thCong.,1 stsess.,Vol.93,pt.1,p.766.
３７
（
）Ibid.,p.767.
３８
（
）
こ
の
時
期
の
親
蒋
派
議
員
の
言
動
や
そ
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
と
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ビ
ー
の
誕
生
─
ウ
ォ
３９ル
タ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ド
を
中
心
に
（
一
）（
二
）」『
阪
大
法
学
』
第
五
三
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
三
年
八
月
）、
第
五
三
巻
第
五
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）。
（
）
中
国
援
助
計
画
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米
国
外
交
に
お
け
る
中
国
大
国
化
構
想
の
挫
折
─
一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
を
中
心
に
」『
阪
大
法
４０学
』
第
五
六
巻
第
三
号
（
二
〇
〇
六
年
九
月
）。
（
）Congressional
Record,
80 th
Cong.,
2 nd
sess.,
Vol.94,
pt.3,
pp.3858-3862;
From
Mansfield
to
Randall
Gould,
４１December
5,1947,Folder:5,Box:513,Series:XIX,Mansfield
Collection;From
Mansfield
to
Ralph
F.Cook
and
Gertrude
Heyne,December22,1947,Folder:Leg.Foreign
Affairs,Interim
Aid
to
China,1947,Box:21,Series:IV,
Mansfield
Collection;Memo:Foreign
Affairs
Meeting
with
GeneralWedemeyer,March
4,1948,Folder:2,Box:512,
Series:XIX,Mansfield
Collection.
（
）
拙
稿
「
米
国
外
交
に
お
け
る
中
国
大
国
化
構
想
の
挫
折
」
三
〇
六
─
三
〇
八
頁
。
４２
（
）
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
─
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
第
三
巻
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』（
秦
郁
彦
執
筆
）（
東
洋
経
済
新
４３報
社
、一
九
七
六
年
）第
三
章
第
三
節
、五
十
嵐
武
士「
対
日
占
領
政
策
の
転
換
と
冷
戦
─
対
日
経
済
復
興
政
策
の
立
案
を
中
心
に
し
て
」中
村
隆
英
編
『
占
領
期
日
本
の
経
済
と
政
治
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
所
収
、
ハ
ワ
ー
ド
・
Ｂ
・
シ
ョ
ー
ン
バ
ー
ガ
ー
／
宮
崎
章
訳
『
占
領
一
九
四
五
～
一
九
五
二
─
戦
後
日
本
を
つ
く
り
あ
げ
た
八
人
の
ア
メ
リ
カ
人
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
九
四
年
）
第
六
章
、
拙
稿
「
米
国
外
交
に
お
け
る
中
国
大
国
化
構
想
の
挫
折
」。
論 説
（阪大法学）５８（２-128）382〔２００８．７〕
（
）CongressionalRecord,80 thCong.,1 stsess.,Vol.93,pt.1,p.766;Folder:Speech,1947,Japan,Box:36,Series:XXI,
４４Mansfield
Collection.
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.97-104
(
邦
訳
、
上
一
四
二
─
一
五
二
頁).
４５
（
）Senate
Committee
on
Foreign
Relations,Indochina:ReportofSenator
Mike
Mansfield
on
a
Study
Mission
to
the
４６Associated
StatesofIndochina,Vietnam,Cambodia,Laos,83 rdCong.,1 stsess.,1953,p.7(
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、Congressional
Record,83 rdCong.,2 ndsess.,Vol.100,pt.2,pp.1646-1650
に
収
録
さ
れ
て
い
る);Oberdorfer,SenatorMansfield,p.114
(
邦
訳
、
上
一
六
六
頁).
（
）
坂
元
一
哉
『
日
米
同
盟
の
絆
─
安
保
条
約
と
相
互
性
の
模
索
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
〇
頁
。
４７
（
）Shu
Guang
Zhang,EconomicCold
War:America’sEmbargo
againstChina
and
theSino-SovietAlliance,1949-1963
４８(Washington,D.C.:Woodrow
Wilson
CenterPress,2001),pp.145-146.
（
）CongressionalRecord,83 rdCong.,2 ndsess.,Vol.100,pt.8,pp.9997-9998;Oberdorfer,SenatorMansfield,p.122
(
邦
訳
、
４９上
一
七
九
頁).
（
）CongressionalRecord,83 rdCong.,2 ndsess.,Vol.100,pt.11,pp.14365-14368.
こ
の
演
説
の
抄
訳
が
、
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
５０フ
ィ
ー
ル
ド
／
松
尾
文
夫
編
訳
『
私
の
日
本
報
告
─
日
本
の
道
・
ア
メ
リ
カ
の
道
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
第
一
部
第
一
章
第
一
節
）。
（
）CongressionalRecord,84 thCong.,1 stsess.,Vol.101,pt.3,pp.3791-3793.
こ
の
演
説
の
全
訳
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
私
の
５１日
本
報
告
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
第
一
部
第
一
章
第
二
節
）。
（
）CongressionalRecord,84 thCong.,2 ndsess.,Vol.102,pt.9,p.12429.
こ
の
演
説
の
抄
訳
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
私
の
日
本
５２報
告
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
第
一
部
第
一
章
第
三
節
）。
（
）CongressionalRecord,84 thCong.,1 stsess.,Vol.101,pt.6,p.7837;Ibid.,Vol.101,pt.9,p.11471;From
Mansfield
to
５３SenatorClinton
P.Anderson,March
1,1955,Folder:10,Box:14,Series:XIII,Mansfield
Collection;From
Mansfield
to
Frank
McNaughton,April15,1955,Folder:5,Box:31,Series:XIV,Mansfield
Collection.
（
）CongressionalRecord,84 thCong.,1 stsess.,Vol.101,pt.9,pp.11471-11472.
５４
マイク・マンスフィールドと日米関係
（阪大法学）５８（２-129）383〔２００８．７〕
（
）Ibid.,84 thCong.,2 ndsess.,Vol.102,pt.9,p.12429.
５５
（
）Ibid.,84 thCong.,1 stsess.,Vol.101,pt.3,p.3793;
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
私
の
日
本
報
告
』
五
三
頁
、Senate
Committee
on
５６Foreign
Relations,TheRim
ofAsia:ReportofSenatorMikeMansfield
on
a
StudyMission
to
theWestern
Pacific,90 th
Cong.,1 stsess.,p.14
(
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
抄
訳
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
私
の
日
本
報
告
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
〔
第
一
部
第
二
章
第
二
節
〕).
（
）
神
川
彦
松
編
『
ア
メ
リ
カ
上
院
に
お
け
る
新
安
保
条
約
審
議
』（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
六
〇
年
）
一
三
八
頁
、
二
一
六
─
二
一
七
５７頁
。
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,p.159
(
邦
訳
、
上
二
三
三
頁).
ま
た
、FrancisR.Valeo,MikeMansfield
MajorityLeader:
58ADifferentKind
ofSenate1961-1976
(Armonk,NY:M.E.Sharpe,1999),pp.232-240
も
参
照
。
（
）CongressionalRecord,85 th
Cong.,1 stsess.,Vol.103,pt.9,pp.11575-11576;Ibid.,Vol.103,pt.11,pp.15261-15262;
５９Ibid.,86 thCong.,2 ndsess.,Vol.106,pt.6,p.8137;Ibid.,Vol.106,pt.11,p.13912;“Mansfield
Urges
New
Move
to
Get
Reportersto
China,”GreatFallsTribune,July
31,1960,Folder:7,Box:39,Series:XXII,Mansfield
Collection.
（
）CongressionalRecord,89 thCong.,2 ndsess.,Vol.112,pt.10,pp.13486-13487.
こ
の
演
説
の
全
訳
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
６０『
私
の
日
本
報
告
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
第
二
部
第
一
章
第
一
節
）。
（
）CongressionalRecord,90 thCong.,2 ndsess.,Vol.114,pt.7,pp.8947-8950.
こ
の
演
説
の
全
訳
が
、マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド『
私
の
６１日
本
報
告
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
第
二
部
第
一
章
第
三
節
）。
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
北
京
政
権
と
の
直
接
接
触
を
試
み
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、Oberdorfer,SenatorMansfield,chap.11
が
詳
し
６２い
。
（
）CongressionalRecord,92 ndCong.,1 stsess.,Vol.117,pt.19,p.25540;“StatementofSenatorMike
Mansfield,”July
６３23,1971,Folder:9,Box:70,Series:VIII,Mansfield
Collection.
（
）CongressionalRecord,92 ndCong.,1 stsess.,Vol.117,pt.19,p.25540;S.Con.Res.36,July
23,1971,Folder:9,Box:70,
６４Series:VIII,Mansfield
Collection.
（
）
『
世
界
週
報
』
一
九
七
五
年
三
月
四
日
号
、
一
五
頁
。
６５
論 説
（阪大法学）５８（２-130）384〔２００８．７〕
（
）SenateCommitteeon
Foreign
Relations,China
EntersthePost-MaoEra,94 thCong.,2 ndsess,p.18.
こ
の
報
告
書
の
全
６６訳
が
『
世
界
週
報
』（
一
九
七
七
年
一
月
二
五
日
号
、
二
月
一
日
号
、
二
月
八
日
号
、
二
月
一
五
日
号
、
二
月
二
二
日
号
、
三
月
一
日
号
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
）Senate
Committee,China
EntersthePost-MaoEra,p.18;
『
世
界
週
報
』
一
九
七
七
年
二
月
一
日
号
、
六
五
頁
。
６７
（
）SenateCommitteeon
Foreign
Relations,China:A
QuarterCenturyaftertheFoundingofthePeople’sRepublic,94 th
６８Cong.,1 stsess.,pp.21-24
(
こ
の
報
告
書
の
抄
訳
が
『
世
界
週
報
』
一
九
七
五
年
三
月
四
日
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る);Senate
Committee,China
EntersthePost-MaoEra,pp4-10;
『
世
界
週
報
』
一
九
七
七
年
一
月
二
五
日
号
、
五
三
─
五
八
頁
。
な
お
、
一
九
七
二
年
の
訪
中
報
告
は
、CongressionalRecord,92 ndCong.,2 ndsess.,Vol.118,pp.17054-17058
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
）
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ラ
ー
／
市
川
洋
一
訳
『「
日
米
関
係
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
─
占
領
期
か
ら
冷
戦
終
結
後
ま
で
』（
草
思
社
、
二
〇
〇
四
６９年
）
三
九
三
頁
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
回
顧
録
の
中
で
、「
日
本
人
が
『
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
』
と
呼
ぶ
こ
の
出
来
事
の
の
ち
、
両
国
政
府
間
に
は
か
つ
て
の
よ
う
な
信
頼
や
信
用
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
Ｕ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
／
増
田
弘
訳
『
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
使
の
日
本
回
想
─
二
・
二
六
事
件
か
ら
沖
縄
返
還
・
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
』〔
草
思
社
、
一
九
八
九
年
〕
二
八
七
頁
）。
（
）From
Mansfield
to
the
President,August2,1976,Folder:15,Box:112,Series:XXII,Mansfield
Collection.
７０
（
）SenateCommitteeon
Foreign
Relations,TheEnd
ofthePostwarEra:Timefora
New
Partnership
ofEqualitywith
７１Japan,94 thCong.,2 ndsess.,p.2.
こ
の
報
告
書
の
全
訳
が
『
世
界
週
報
』
一
九
七
六
年
八
月
三
一
日
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.460-461
(
邦
訳
、
下
二
五
三
─
二
五
四
頁);
五
百
旗
頭
真
編
『
日
米
関
係
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
７２〇
八
年
）
二
五
二
頁
。
（
）Senate
Committee,TheEnd
ofthePostwarEra,p.10;
『
世
界
週
報
』
一
九
七
六
年
八
月
三
一
日
号
、
六
〇
頁
。
７３
（
）Senate
Committee,TheRim
ofAsia,p.14;
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
私
の
日
本
報
告
』
七
九
─
八
〇
頁
。
７４
（
）Senate
Committee,TheEnd
ofthePostwarEra,p.12;
『
世
界
週
報
』
一
九
七
六
年
八
月
三
一
日
号
、
六
二
頁
。
７５
（
）
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
／
小
関
哲
哉
訳
『
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）
二
四
〇
頁
。
デ
タ
７６ン
ト
期
か
ら
新
冷
戦
期
に
か
け
て
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
は
、
若
月
秀
和
『「
全
方
位
外
交
」
の
時
代
─
冷
戦
変
容
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
一
九
七
一
─
八
〇
年
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
マイク・マンスフィールドと日米関係
（阪大法学）５８（２-131）385〔２００８．７〕
（
）
潘
亮
「『
経
済
大
国
化
』
と
国
際
的
地
位
─
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
」
波
多
野
澄
雄
編
著
『
池
田
・
佐
藤
政
権
７７期
の
日
本
外
交
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
所
収
、Liang
Pan,TheUnited
Nationsin
Japan’sForeign
and
Security
Policymaking,
1945-1992:National
Security,
Party
Politics,
and
International
Status
(Cambridge,
MA:
Harvard
University
Press,2005),chap.9.
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
私
の
日
本
報
告
』
二
九
六
頁
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
七
八
年
一
〇
月
の
あ
る
演
説
に
お
い
て
、
米
国
と
の
同
盟
７８関
係
は
「
独
自
の
戦
略
抑
止
能
力
を
開
発
す
る
必
要
か
ら
日
本
を
免
れ
さ
せ
、
も
っ
と
広
い
意
味
で
は
、
ま
す
ま
す
積
極
的
で
実
り
あ
る
国
際
的
役
割
を
果
す
日
本
の
能
力
に
寄
与
し
て
き
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
』
一
一
二
頁
）。
こ
う
し
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
／
國
弘
正
雄
訳
・
解
説
『
未
来
は
太
平
洋
に
あ
り
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
一
一
二
─
一
一
五
頁
も
参
照
。
（
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
六
年
四
月
八
日
付
朝
刊
。
７９
（
）Senate
Committee,TheEnd
ofthePostwarEra,p.13;
『
世
界
週
報
』
一
九
七
六
年
八
月
三
一
日
号
、
六
二
頁
。
８０
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
私
の
日
本
報
告
』
一
四
四
頁
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
〇
年
三
月
一
四
日
付
朝
刊
。
８１
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.457-459
(
邦
訳
、
下
二
四
九
─
二
五
一
頁);
池
井
『
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
』
一
六
三
─
一
六
四
８２頁
、
一
六
七
─
一
六
九
頁
。
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
七
年
四
月
二
三
日
付
夕
刊
、
池
井
『
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
』
一
六
九
頁
、CongressionalRecord,95 thCong.,
８３1 stsess.,Vol.123,pt.10,pp.11757-11758.
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
七
年
四
月
四
日
付
朝
刊
。
８４
（
）
村
田
「
ア
メ
リ
カ
知
日
派
の
系
譜
④
」
九
〇
頁
。
８５
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
』
一
七
七
頁
。
８６
（
）
ハ
ワ
イ
大
学
卒
業
式
に
お
け
る
演
説
（
一
九
八
三
年
五
月
一
五
日
）、
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
会
に
お
け
る
演
説
（
一
九
八
三
年
一
一
月
一
８７日
）、野
村
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
演
説（
一
九
八
四
年
八
月
三
一
日
）、内
外
情
勢
調
査
会
に
お
け
る
演
説（
一
九
八
四
年
一
〇
月
二
九
日
）、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
お
け
る
演
説
（
一
九
八
五
年
三
月
一
九
日
）、Remarks
before
the
Atlantic
Council/
Keidanren
(1985/4/18);Speech
before
the
Asia-Pacific
Economic
Symposium
(1986/6/25).
す
べ
て
、Press
Release,
論 説
（阪大法学）５８（２-132）386〔２００８．７〕
American
Embassy,Tokyo
（
東
京
大
学
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
（
）
野
村
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
演
説
（
一
九
八
四
年
八
月
三
一
日
）,PressRelease,American
Embassy.
８８
（
）Senate
Committee
on
Foreign
Relations,Nomination
ofMichaelJ.Mansfield
to
Be
Ambassador
to
Japan,95 th
８９Cong.,1 stsess.,pp.9-11;
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
七
年
四
月
二
二
日
付
夕
刊
。
（
）Oberdorfer,Senator
Mansfield,p.91
(
邦
訳
、
上
一
三
三
─
一
三
四
頁);CongressionalRecord,80 th
Cong.,1 stsess.,
９０Vol.93,pt.1,p.766.
（
）From
Mansfield
to
Secretary
ofState
Vance,July
12,1977,No.223,Japan
and
the
United
States:Diplomatic,
９１Security,and
EconomicRelations,PartII:1977-1992,NationalSecurity
Archive,Washington,D.C.(
以
下
、NSA
と
略).
（
）
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
「
対
日
政
策
を
変
え
さ
せ
た
男
」
三
一
六
頁
。
９２
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,p.465
(
邦
訳
、
下
二
六
〇
頁).
９３
（
）Senate
Committee,TheEnd
ofthePostwarEra,pp.10-11;
『
世
界
週
報
』
一
九
七
六
年
八
月
三
一
日
号
、
六
〇
頁
。
９４
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
』
三
四
頁
。
９５
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
七
年
七
月
一
九
日
付
夕
刊
。
９６
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
八
〇
頁
。
９７
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
』
五
一
頁
。
９８
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
七
九
頁
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
「
駐
日
米
大
使
た
ち
」
一
〇
二
頁
。
９９
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
八
〇
頁
。
１００
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
』
二
七
頁
。
１０１
（
）Memorandum
ofConversation
between
President
Carter
and
Ambassador
Mike
Mansfield,October
31,1978,
１０２No.453,NSA.
（
）
『
朝
日
新
聞
』一
九
八
〇
年
二
月
一
一
日
付
朝
刊
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
、在
韓
米
軍
撤
退
政
策
に
対
す
る
支
持
を
１０３取
り
や
め
た
理
由
は
新
冷
戦
の
た
め
で
は
な
く
、
南
北
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
が
北
朝
鮮
有
利
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
（
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
六
八
頁
。
ま
た
、
村
田
晃
嗣
『
大
統
領
の
挫
折
─
カ
ー
タ
ー
政
権
の
在
韓
米
軍
撤
退
政
策
』〔
有
斐
閣
、
マイク・マンスフィールドと日米関係
（阪大法学）５８（２-133）387〔２００８．７〕
一
九
九
八
年
〕
一
二
〇
頁
も
参
照
）。
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
〇
年
三
月
一
四
日
付
朝
刊
、Oberdorfer,SenatorMansfield,p.488
(
邦
訳
、
下
二
九
一
頁).
１０４
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield
(
邦
訳
、
下
二
九
一
頁).
１０５
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
八
七
頁
。
１０６
（
）
レ
ー
ガ
ン
が
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
留
任
を
望
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
千
々
和
「
戦
後
日
米
大
使
外
交
論
」
二
三
二
頁
、『
朝
日
新
聞
』
一
１０７九
八
〇
年
一
二
月
三
日
付
夕
刊
、
一
二
月
一
〇
日
付
朝
刊
、
一
九
八
一
年
一
月
八
日
付
夕
刊
、Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.481-
484
（
邦
訳
、
下
二
八
二
─
二
八
七
頁
）。
（
）
村
田
「
ア
メ
リ
カ
知
日
派
の
系
譜
⑤
」
八
八
頁
。
１０８
（
）
千
々
和
「
戦
後
日
米
大
使
外
交
論
」
二
三
三
頁
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
七
三
頁
。
１０９
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
四
月
一
一
日
付
朝
刊
、
夕
刊
。
１１０
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
七
五
頁
。
１１１
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
九
月
二
日
付
朝
刊
。
１１２
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,pp.491-492
(
邦
訳
、
下
二
九
六
─
二
九
七
頁).
１１３
（
）Ibid.,p.489
(
邦
訳
、
下
二
九
三
頁);
千
々
和
「
戦
後
日
米
大
使
外
交
論
」
二
三
五
頁
。
１１４
（
）
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
「
対
日
政
策
を
変
え
さ
せ
た
男
」
三
一
六
─
三
一
七
頁
。
１１５
（
）
キ
ャ
ス
パ
ー
・
Ｗ
・
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
／
角
間
隆
監
訳
『
平
和
へ
の
闘
い
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
五
年
）
二
一
〇
─
二
一
一
頁
、
１１６Oberdorfer,SenatorMansfield,p.489
(
邦
訳
、
下
二
九
三
─
二
九
四
頁).
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
二
月
一
一
日
付
朝
刊
。
１１７
（
）
同
右
、
一
九
八
一
年
三
月
一
〇
日
付
朝
刊
。
１１８
（
）
五
百
旗
頭
真
監
修
『
世
論
調
査
に
み
る
日
米
関
係
─
読
売
・
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
共
同
調
査
二
二
年
』（
読
売
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
１１９
（
）
中
曽
根
康
弘
『
天
地
有
情
─
五
十
年
の
戦
後
政
治
を
語
る
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
九
六
年
）
四
四
〇
頁
。
１２０
（
）
野
村
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
演
説
（
一
九
八
四
年
八
月
三
一
日
）、PressRelease,American
Embassy.
１２１
（
）
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
講
演
（
一
九
八
五
年
七
月
一
二
日
）、PressRelease,American
Embassy.
１２２
論 説
（阪大法学）５８（２-134）388〔２００８．７〕
（
）
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
日
本
ほ
ど
重
要
な
国
は
な
い
─
二
一
世
紀
は
太
平
洋
の
世
紀
』〔
新
版
〕（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
１２３四
年
）
三
一
〇
頁
。
（
）
『
中
日
新
聞
』
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
四
日
付
朝
刊
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
九
一
頁
。
１２４
（
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
二
日
付
朝
刊
。
１２５
（
）
千
々
和
「
戦
後
日
米
大
使
外
交
論
」
二
三
七
─
二
三
八
頁
。
１２６
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
八
二
頁
。
１２７
（
）
石
川
博
友
『
日
米
摩
擦
の
政
治
経
済
学
─
プ
ラ
ザ
合
意
か
ら
一
〇
年
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
五
年
）
第
一
四
章
。
１２８
（
）
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
八
年
一
月
一
六
日
付
朝
刊
。
１２９
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,p.496
(
邦
訳
、
下
三
〇
九
頁).
１３０
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
九
二
頁
。
１３１
（
）
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
／
徳
岡
孝
夫
訳
『
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
自
伝
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
七
年
）
三
一
二
頁
。
１３２
（
）
経
済
企
画
庁
編
『
世
界
経
済
白
書
』
一
九
六
七
年
版
二
九
〇
頁
、
一
九
七
二
年
版
二
八
八
頁
参
照
。
１３３
（
）Oberdorfer,SenatorMansfield,p.496
(
邦
訳
、
下
三
〇
二
頁);
栗
山
尚
一
『
日
米
同
盟
─
漂
流
か
ら
の
脱
却
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
１３４一
九
九
七
年
）
九
四
頁
、
マ
イ
ケ
ル
・
Ｈ
・
ア
マ
コ
ス
ト
／
読
売
新
聞
社
外
報
部
訳
『
友
か
敵
か
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
）
一
八
頁
。
（
）
米
国
人
の
中
国
観
に
つ
い
て
、
そ
の
先
駆
的
研
究
で
あ
るHarold
R.Isaacs,Scratcheson
OurMinds:American
Viewsof
１３５China
and
India
(Cambridge,MA:MassachusettsInstitute
ofTechnology,1958)
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
（
小
浪
充
・
國
弘
正
雄
訳
『
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
』〔
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
〕）。
（
）
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
と
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ビ
ー
の
誕
生
」。
１３６
（
）
米
中
和
解
に
向
け
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
の
会
談
に
つ
い
て
は
、
毛
里
和
子
・
増
田
弘
監
訳
『
周
恩
来
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
機
密
１３７会
談
録
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。
（
）
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
未
来
は
太
平
洋
に
あ
り
』、『
中
日
新
聞
』
一
九
九
三
年
四
月
一
三
日
付
朝
刊
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
六
月
九
１３８日
付
朝
刊
。
（
）
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
三
年
二
月
五
日
付
朝
刊
。
１３９
マイク・マンスフィールドと日米関係
（阪大法学）５８（２-135）389〔２００８．７〕
（
）
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
九
年
九
月
二
八
日
付
朝
刊
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
二
〇
世
紀
の
証
言
』
九
七
頁
。
１４０
（
）
一
九
九
八
年
六
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
日
米
中
の
三
国
同
盟
体
制
の
構
築
が
望
ま
し
い
と
の
見
解
を
披
１４１瀝
し
て
い
る
が
、ま
さ
か
そ
れ
が
近
い
将
来
に
実
現
す
る
と
は
彼
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う（「
二
一
世
紀
は
日
米
中
三
国
同
盟
体
制
の
時
代
に
」『
世
界
週
報
』
一
九
九
八
年
七
月
二
八
日
号
）。
彼
は
ま
た
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
三
国
が
同
盟
的
な
も
の
を
形
成
す
べ
き
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
（
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
「
対
日
政
策
を
変
え
さ
せ
た
男
」
三
一
九
頁
）。
論 説
（阪大法学）５８（２-136）390〔２００８．７〕
